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る
よ
う
な
新
緑
が
目
に
優
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
議

会
広
報
「
ま
る
お
か
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
紙
も
平
成
十
三
年
七
月
創
刊
以

来
百
号
の
発
刊
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　記
念
す
べ
き
百
号
の
発
刊
に
際
し

て
広
報
委
員
会
議
を
重
ね
本
号
は
山

江
村
と
議
会
の
歴
史
を
特
集
い
た
し

ま
し
た
。       

　表
紙
の
写
真
は
、
明
治
二
十
二
年

四
月
に
山
田
村
と
万
江
村
が
合
併
し

て
山
江
村
と
な
っ
た
村
創
成
期
の
山

江
村
々
会
議
議
案
議
決
綴
の
表
紙
で

山
江
村
最
初
の
会
議
綴
り
で
す
。
内

容
は
、
村
長
・
助
役
の
選
挙
結
果
と

村
長
・
助
役
や
書
記
な
ど
の
報
酬

額
、
明
治
二
十
二
年
度
予
算
、
税
額

等
が
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

昭
和
二
十
二
年
に
現
行
の
地
方
自
治

法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
議
会
制
度

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　議
会
広
報
「
ま
る
お
か
」
の
創
刊

号
で
は
、
議
会
議
員
は
、
住
民
の
負

託
に
十
分
に
こ
た
え
、
そ
の
活
動
状

況
を
的
確
に
伝
達
す
る
使
命
を
持
っ

て
お
り
議
会
活
動
の
様
子
を
村
民
の

皆
様
に
良
く
知
っ
て
頂
く
た
め
「
議

会
だ
よ
り
」
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

と
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
達

広
報
委
員
も
こ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
皆
様
に
親
し
ま
れ
読
ん
で
い

た
だ
け
る
議
会
広
報
「
ま
る
お
か
」

二
百
号
に
向
け
て
研
鑚
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

ˌԨᲳ࠱�ᇺᲬޜ׆൷மᜮˠᐯ଻ˠˌԨᲳ࠱�ᇺᲬޜ׆൷மᜮˠᐯ଻ˠ

■専決処分事項の承認を求めることについて（山江村一般会計補正予算（ 第８号 ））
　衆議院議員総選挙に係る経費について、緊急に予算措置する必要が生じたため、専決処分
　するもの。
■公共工事請負契約の締結について
　令和７年度林道葛線 R２災 2・3 号箇所災害復旧工事を増額変更するもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第９号 ）
　歳入における村債の追加、及び歳出における簡易水道事業会計への繰出金、山江村社会体
　育プール施設解体工事費の追加など。
■令和７年度山江村簡易水道事業会計補正予算（ 第４号 ）
　林道葛線仮設水道管布設工事に係る 、資本的収入 、及び資本的支出をそれぞれ追加するもの。

■指定管理者の指定について
　山江温泉「 ほたる 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４月１日 
　から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村地域特産物利用加工施設の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし 、指定の期間を令和
　８年４月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村物産館「 ゆっくり 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４
　月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第１１号 ）
　歳入における地方交付税の増額、村債の減額など、また歳出における石倉拠点整備事業費
　の減額など。
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令和 8年 2月 5日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました

令和 8年 3月 26 日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました
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第2回熊本県町村議会議員研修会
　令和８年１月２０日（火）今年度２回目となる熊本県町村議会議員
研修会が行われ、全議員が出席しました。今回は「地方創生のゆ
くえと議会の役割」と題し、ジャーナリストの青山彰久氏を講師に
迎えオンライン形式での講演会でした。不安定な政治・変質する地
方創世を皮切りに、都市と農山漁村、地域の力と議会の役割など、
６つの柱で講演がなされ、特に地域の力と議会の役割では、請願・
陳情者の説明機会の設定や、一般質問後に傍聴者へ発言機会を
与えるなど他町村の取組み事例を交え講演がなされ、とても有意義
な研修となりました。

　令和８年１月２３日（金）下球磨町村議会正副議長会研修会が
錦町保健センターで行われ、全議員が出席しました。今回は「広
域連携による人吉球磨地域の課題解決に向けた取組み」と題し、
熊本県県南広域本部球磨地域振興局次長畑中利徳氏を講師に迎
え実施されました。地域おこし協力隊を活用した地域づくりの実
績、また来年度における人員の拡充など、広域連携による課題解
決を一層充実させていくとの講話がなされました。

　令和８年２月１２日（木）～１３日（金）まで、総務文教・産業
厚生常任委員会合同視察を行いました。今回は、令和８年から
山江村で事業を予定されている株式会社 TOMUSHI（福岡県
大木町）等を研修しました。
　株式会社 TOMUSHI はヘラクレスオオカブトなど外国産カブト
虫の生産・販売、国産カブト虫を活用した飼料・薬品原料の販
売などの事業を展開されています。カブト虫生産のフィールドとし
て山江村へ進出したいとの意向を受け、今回の視察研修となり
ました。山江村のメリットとして、農家の副収入や循環型の地球
にやさしい農業の展開、そして観光資源としての利活用などが
期待されます。

　令和８年２月６日（金）令和７年度球磨郡町村議会議員研修会
が錦町役場で行われ、全議員が出席しました。
　今回は「国の治水対策、インフラDX 等」と題し、国土交通
省大臣官房技術調査課参事官グループ事業評価・保全企画官
齋藤正徳氏を講師に迎え実施されました。川辺川の流水型ダム
の整備に係る整備スジュールやその規模、技術的検討のプロセ
スを中心に、治水対策として実現性、環境影響、コスト、維持
管理の観点から流水型ダムを含む河川整備の重要性を講演され
ました。

下球磨町村議会正副議長会研修会

議員活動報告

総務文教・産業厚生常任委員会合同視察研修

令和７年度球磨郡町村議会議員研修会

旧庁舎での議会の様子

観光客で賑わう養魚場

～山江村と議会の歩み～
　山江村議会だより 「まるおか」 はおかげさまで、創刊より１００号を
迎えることとなりました。１００号の発刊を記念し、山江村及び議会の
これまでの歩みをまとめました。

■明治２２年　山江村・万江村を合併し山江村と称す
　　　　　　　当初予算９５８円７６銭４厘　
■明治２３年　山江村消防組編制
■明治２６年　各小学校を尋常小学校と改称す
■明治３５年　隔離病舎新設、伝染病院開設
■大 正７年 　　山江村区を１区～９区と定める
■大正１０年　区域を２３区とする
■昭和１４年　警防団設置４９４名（第１分団～第９分団）
■昭和１５年　区設置規程改正、２７区とする
■昭和１６年　小学校令の廃止により国民学校と改称す
■昭和１９年　７月２１日、豪雨により大洪水。道路、河川は全般的に決壊、流出
　　　　　　橋梁は数十ヶ所流出
　　　  　　　尾崎国民学校、洪水のため校地決壊、校舎解体。８月に高触部落に仮校舎設置
■昭和２２年　新憲法施行
　　　〃　　　山田、 尾崎、 屋形、 城内、 各国民学校を小学校と改称する
　　　〃　　　学校教育法に基づき、山江青年学校跡に山江中学校創立
■昭和３０年　山江村区設置条例制定（ 人口 ６ ，７６６人【国勢調査】 ）
■昭和３４年　皇太子殿下御成婚記念植樹祭（ 新層 ５ 町 ３反 ）
■昭和３６年　電気導入 （ 山田大川内、 萩、 内畑地区 ）
■昭和３７年　３ヶ年継続事業として山江中学校建築工事着工。旧寄宿舎を廃止し 、 新寄宿舎完成
■昭和３８年　電気導入 （ 六沢、 沢水、 白岳、 水無、 戸屋、 尾寄崎 ） ７１戸
■　　〃　 　 大川内分校、本校へ昇格（ 大川内小学校として独立 ）
■昭和３９年　電気導入 （日当、 横手、 下払、 湯の原） １５戸
■昭和４０年　８月６日、台風１５号により災害救助法適用（全壊３２世帯１４１人、半壊６７世帯４０2人
　　　　　　 一部損壊17０世帯７６５人）
■　　〃　　　山江村人口 ５，６３９人 （ 国勢調査 ）
■昭和４２年　各学校給食室完成、 完全給食開始
■昭和４３年　山江保育園開設、定員６０名
■昭和４５年　山江村人口 ４，７６５人 （ 国勢調査 ）
■昭和４６年　７月１１日、村営山江養魚場オープン
■　　〃　　　自衛隊ヘリコプター墜落事故 （ 万江大川内 ）
■昭和４８年　全日本カヌー大会（万江淡島の万江川で開催）
■昭和５０年　山江村人口 ４，４２６人 （ 国勢調査 ）
■昭和５１年　山田小学校新校舎開校 （山田章鹿倉へ移転）
■　　〃        山江村立章鹿倉保育園開園
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　８年４月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村物産館「 ゆっくり 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４
　月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第１１号 ）
　歳入における地方交付税の増額、村債の減額など、また歳出における石倉拠点整備事業費
　の減額など。
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令和 8年 2月 5日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました

令和 8年 3月 26 日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました

№100

山江村発足当時の議案議決綴山江村発足当時の議案議決綴

山江村議会だより

発行：山江村議会　  編集：広報編集特別委員会令和 8 年４月 3０日発行

令和8年4月30日発行山江村議会だより山江村議会だより �令和8年4月30日発行 山江村議会だより��

第2回熊本県町村議会議員研修会
　令和８年１月２０日（火）今年度２回目となる熊本県町村議会議員
研修会が行われ、全議員が出席しました。今回は「地方創生のゆ
くえと議会の役割」と題し、ジャーナリストの青山彰久氏を講師に
迎えオンライン形式での講演会でした。不安定な政治・変質する地
方創世を皮切りに、都市と農山漁村、地域の力と議会の役割など、
６つの柱で講演がなされ、特に地域の力と議会の役割では、請願・
陳情者の説明機会の設定や、一般質問後に傍聴者へ発言機会を
与えるなど他町村の取組み事例を交え講演がなされ、とても有意義
な研修となりました。

　令和８年１月２３日（金）下球磨町村議会正副議長会研修会が
錦町保健センターで行われ、全議員が出席しました。今回は「広
域連携による人吉球磨地域の課題解決に向けた取組み」と題し、
熊本県県南広域本部球磨地域振興局次長畑中利徳氏を講師に迎
え実施されました。地域おこし協力隊を活用した地域づくりの実
績、また来年度における人員の拡充など、広域連携による課題解
決を一層充実させていくとの講話がなされました。

　令和８年２月１２日（木）～１３日（金）まで、総務文教・産業
厚生常任委員会合同視察を行いました。今回は、令和８年から
山江村で事業を予定されている株式会社 TOMUSHI（福岡県
大木町）等を研修しました。
　株式会社 TOMUSHI はヘラクレスオオカブトなど外国産カブト
虫の生産・販売、国産カブト虫を活用した飼料・薬品原料の販
売などの事業を展開されています。カブト虫生産のフィールドとし
て山江村へ進出したいとの意向を受け、今回の視察研修となり
ました。山江村のメリットとして、農家の副収入や循環型の地球
にやさしい農業の展開、そして観光資源としての利活用などが
期待されます。

　令和８年２月６日（金）令和７年度球磨郡町村議会議員研修会
が錦町役場で行われ、全議員が出席しました。
　今回は「国の治水対策、インフラDX 等」と題し、国土交通
省大臣官房技術調査課参事官グループ事業評価・保全企画官
齋藤正徳氏を講師に迎え実施されました。川辺川の流水型ダム
の整備に係る整備スジュールやその規模、技術的検討のプロセ
スを中心に、治水対策として実現性、環境影響、コスト、維持
管理の観点から流水型ダムを含む河川整備の重要性を講演され
ました。

下球磨町村議会正副議長会研修会

議員活動報告

総務文教・産業厚生常任委員会合同視察研修

令和７年度球磨郡町村議会議員研修会

旧庁舎での議会の様子

観光客で賑わう養魚場

～山江村と議会の歩み～
　山江村議会だより 「まるおか」 はおかげさまで、創刊より１００号を
迎えることとなりました。１００号の発刊を記念し、山江村及び議会の
これまでの歩みをまとめました。

■明治２２年　山江村・万江村を合併し山江村と称す
　　　　　　　当初予算９５８円７６銭４厘　
■明治２３年　山江村消防組編制
■明治２６年　各小学校を尋常小学校と改称す
■明治３５年　隔離病舎新設、伝染病院開設
■大 正７年 　　山江村区を１区～９区と定める
■大正１０年　区域を２３区とする
■昭和１４年　警防団設置４９４名（第１分団～第９分団）
■昭和１５年　区設置規程改正、２７区とする
■昭和１６年　小学校令の廃止により国民学校と改称す
■昭和１９年　７月２１日、豪雨により大洪水。道路、河川は全般的に決壊、流出
　　　　　　橋梁は数十ヶ所流出
　　　  　　　尾崎国民学校、洪水のため校地決壊、校舎解体。８月に高触部落に仮校舎設置
■昭和２２年　新憲法施行
　　　〃　　　山田、 尾崎、 屋形、 城内、 各国民学校を小学校と改称する
　　　〃　　　学校教育法に基づき、山江青年学校跡に山江中学校創立
■昭和３０年　山江村区設置条例制定（ 人口 ６ ，７６６人【国勢調査】 ）
■昭和３４年　皇太子殿下御成婚記念植樹祭（ 新層 ５ 町 ３反 ）
■昭和３６年　電気導入 （ 山田大川内、 萩、 内畑地区 ）
■昭和３７年　３ヶ年継続事業として山江中学校建築工事着工。旧寄宿舎を廃止し 、 新寄宿舎完成
■昭和３８年　電気導入 （ 六沢、 沢水、 白岳、 水無、 戸屋、 尾寄崎 ） ７１戸
■　　〃　 　 大川内分校、本校へ昇格（ 大川内小学校として独立 ）
■昭和３９年　電気導入 （日当、 横手、 下払、 湯の原） １５戸
■昭和４０年　８月６日、台風１５号により災害救助法適用（全壊３２世帯１４１人、半壊６７世帯４０2人
　　　　　　 一部損壊17０世帯７６５人）
■　　〃　　　山江村人口 ５，６３９人 （ 国勢調査 ）
■昭和４２年　各学校給食室完成、 完全給食開始
■昭和４３年　山江保育園開設、定員６０名
■昭和４５年　山江村人口 ４，７６５人 （ 国勢調査 ）
■昭和４６年　７月１１日、村営山江養魚場オープン
■　　〃　　　自衛隊ヘリコプター墜落事故 （ 万江大川内 ）
■昭和４８年　全日本カヌー大会（万江淡島の万江川で開催）
■昭和５０年　山江村人口 ４，４２６人 （ 国勢調査 ）
■昭和５１年　山田小学校新校舎開校 （山田章鹿倉へ移転）
■　　〃        山江村立章鹿倉保育園開園
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立道　徹 議員

■ 五歳児健診について
　■ 杉・桧伐採について

答答 問　
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
個
別
相
談
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
保
健
師
等
の
専
門
研

修
に
役
立
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
地
方

に
不
足
し
て
い
る
専
門
医
の
派

　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
医
師

の
派
遣
、
保
健
師
、
心
理
士
向

け
の
研
修
費
を
補
助
し
、
健
診

を
行
う
自
治
体
に
1
人

5,
0
0
0
円
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
当
村
の
方
針

は
。 問

問

　
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
桧
、

木
材
と
し
て
利
用
に
適
し
た
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
万
江
地
区

の
山
は
、
険
し
く
、
重
機
を
使

用
で
き
な
い
山
が
多
く
、
林
業

事
業
者
も
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

主
伐
、
間
伐
す
る
事
業
者
に
は

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

　
民
有
林
の
主
伐
に
つ
い
て
は

補
助
金
は
な
い
。

問

　
架
線(

架
設)

を
使
用
し
て

搬
出
の
補
助
金
は
。

問

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
来
年

度
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
に
５
歳
児

健
診
の
普
及
へ
、
費
用
補
助
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
１
０

０
％
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
の
５
歳
児
健
診
に

対
し
て
の
考
え
は
。

答

遣
、
現
場
で
働
く
人
を
直
接
支

え
る
仕
組
み
を
国
へ
求
め
る
こ

と
が
重
要
。

答

　
事
業
体
が
熊
本
県
の
認
定
事

業
を
受
け
て
い
れ
ば
補
助
の
申

請
が
で
き
る
。
主
伐
・
間
伐
と

も
に
１
箇
所
あ
た
り
八
十
万
円

を
上
限
。
補
助
金
の
嵩
上
げ
に

対
し
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
。 

答

栗献上 皇居にて
　（昭和 52 年 9 月 27 日）

まるおか号運行開始

議会だより創刊号

建設中の山江温泉健康センター

山江村ケーブルテレビ開局

令和2年７月豪雨災害発生

■昭和５２年　山江特産 「 栗 」 天皇・皇后両陛下に献上
■昭和５３年　山江村立万江保育所を開所
■昭和５４年　山江村役場庁舎移転、執務開始（現役場庁舎）
■　　〃　　　山江村章決まる
■昭和５７年　山田地区簡易水道事業完成
■昭和５８年　山江村営住宅北永シ切団地１１棟完成
■昭和５９年　　　　　　　　〃　　　　 １０棟完成
■昭和６０年　山江村人口 ４ ，３８９人 （ 国勢調査 ）
■　　〃　　　山江村営住宅北永シ切団地９棟完成
■昭和６２年　村民憲章制定。村木 ・ 村花 ・ 村鳥決まる
■平成元年　１２月７日 、九州縦貫自動車道供用開始
■平 成２年 　山江村人口 ４，２３７人 （ 国勢調査 ）
■平 成３年 　４月１日 、 山江温泉健康センター落成
■　　〃　　　７月１６日 、 屋形多目的集会施設落成
■　　〃　　　７月２１日 、 尾寄崎キャンプ場施設落成
■平 成４年 　９月１日 、スクールバス運行開始
■　　〃　　　１０月１６日 、ほたる亭落成
■平 成６年 　２月２５日、山江村議会棟完成
■　　〃　　　６月３０日、山江村農村環境改善センター開設
■　　〃　　　大干ばつ （ 井戸枯れ、樹木の枯死 【 被害額 ４５ ，４７２千円 】 ）
■平 成７年 　山江村人口 ４ ，１１８人 （ 国勢調査 ）
■平成１１年　１１月１１日 、山江村歴史民俗資料館オープン
■平成１２年　山江村人口 ４ ，１０４人 （ 国勢調査 ）
■平成１３年　議会だより創刊号発行
■　　〃　　　９月３０日 、やまえくり健康マラソン大会開催
■平成１５年　９月５日 、山江村物産館 「 ゆっくり 」 落成
■平成１７年　山江村人口 ３ ，９０１人 （国勢調査 ）
　　　　　　 ボンネットバス「マロン号」産業遺産認定
■平成１８年　乗合バス 「まるおか号」 運行開始
■平成１９年　３月１６日 、 クラインガルテン 「ほたるの荘」 完成
■平成２０年　山江村商工会を中心とした 
　　　　　　　「九州山江村の宝物ブランド化事業」 が開始
■平成２２年　４月１日、山江村ケーブルテレビ 「まろんチャンネル」 開局
■　　〃　　 山江村人口 ３ ，６８１人 （ 国勢調査 ）
■平成２６年　１０月１日、小中学校給食無料化開始
■平成２９年　４月３日、デジタル防災行政無線開局
■平成３０年　２０１８日本ICT教育アワード　山江村が総務大臣賞を受賞
■令 和２年 　７月豪雨災害発生
■令 和５年 　議会用タブレット端末導入
■令 和７年 　やまえ栗の（ G I ） 地理的表示保護制度の登録　
■令 和８年 　万江川土砂・洪水氾濫対策 （ 屋形地区 ） 砂防堰堤工事着工
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第2回熊本県町村議会議員研修会
　令和８年１月２０日（火）今年度２回目となる熊本県町村議会議員
研修会が行われ、全議員が出席しました。今回は「地方創生のゆ
くえと議会の役割」と題し、ジャーナリストの青山彰久氏を講師に
迎えオンライン形式での講演会でした。不安定な政治・変質する地
方創世を皮切りに、都市と農山漁村、地域の力と議会の役割など、
６つの柱で講演がなされ、特に地域の力と議会の役割では、請願・
陳情者の説明機会の設定や、一般質問後に傍聴者へ発言機会を
与えるなど他町村の取組み事例を交え講演がなされ、とても有意義
な研修となりました。

　令和８年１月２３日（金）下球磨町村議会正副議長会研修会が
錦町保健センターで行われ、全議員が出席しました。今回は「広
域連携による人吉球磨地域の課題解決に向けた取組み」と題し、
熊本県県南広域本部球磨地域振興局次長畑中利徳氏を講師に迎
え実施されました。地域おこし協力隊を活用した地域づくりの実
績、また来年度における人員の拡充など、広域連携による課題解
決を一層充実させていくとの講話がなされました。

　令和８年２月１２日（木）～１３日（金）まで、総務文教・産業
厚生常任委員会合同視察を行いました。今回は、令和８年から
山江村で事業を予定されている株式会社 TOMUSHI（福岡県
大木町）等を研修しました。
　株式会社 TOMUSHI はヘラクレスオオカブトなど外国産カブト
虫の生産・販売、国産カブト虫を活用した飼料・薬品原料の販
売などの事業を展開されています。カブト虫生産のフィールドとし
て山江村へ進出したいとの意向を受け、今回の視察研修となり
ました。山江村のメリットとして、農家の副収入や循環型の地球
にやさしい農業の展開、そして観光資源としての利活用などが
期待されます。

　令和８年２月６日（金）令和７年度球磨郡町村議会議員研修会
が錦町役場で行われ、全議員が出席しました。
　今回は「国の治水対策、インフラDX 等」と題し、国土交通
省大臣官房技術調査課参事官グループ事業評価・保全企画官
齋藤正徳氏を講師に迎え実施されました。川辺川の流水型ダム
の整備に係る整備スジュールやその規模、技術的検討のプロセ
スを中心に、治水対策として実現性、環境影響、コスト、維持
管理の観点から流水型ダムを含む河川整備の重要性を講演され
ました。

下球磨町村議会正副議長会研修会

議員活動報告

総務文教・産業厚生常任委員会合同視察研修

令和７年度球磨郡町村議会議員研修会

旧庁舎での議会の様子

観光客で賑わう養魚場

～山江村と議会の歩み～
　山江村議会だより 「まるおか」 はおかげさまで、創刊より１００号を
迎えることとなりました。１００号の発刊を記念し、山江村及び議会の
これまでの歩みをまとめました。

■明治２２年　山江村・万江村を合併し山江村と称す
　　　　　　　当初予算９５８円７６銭４厘　
■明治２３年　山江村消防組編制
■明治２６年　各小学校を尋常小学校と改称す
■明治３５年　隔離病舎新設、伝染病院開設
■大 正７年 　　山江村区を１区～９区と定める
■大正１０年　区域を２３区とする
■昭和１４年　警防団設置４９４名（第１分団～第９分団）
■昭和１５年　区設置規程改正、２７区とする
■昭和１６年　小学校令の廃止により国民学校と改称す
■昭和１９年　７月２１日、豪雨により大洪水。道路、河川は全般的に決壊、流出
　　　　　　橋梁は数十ヶ所流出
　　　  　　　尾崎国民学校、洪水のため校地決壊、校舎解体。８月に高触部落に仮校舎設置
■昭和２２年　新憲法施行
　　　〃　　　山田、 尾崎、 屋形、 城内、 各国民学校を小学校と改称する
　　　〃　　　学校教育法に基づき、山江青年学校跡に山江中学校創立
■昭和３０年　山江村区設置条例制定（ 人口 ６ ，７６６人【国勢調査】 ）
■昭和３４年　皇太子殿下御成婚記念植樹祭（ 新層 ５ 町 ３反 ）
■昭和３６年　電気導入 （ 山田大川内、 萩、 内畑地区 ）
■昭和３７年　３ヶ年継続事業として山江中学校建築工事着工。旧寄宿舎を廃止し 、 新寄宿舎完成
■昭和３８年　電気導入 （ 六沢、 沢水、 白岳、 水無、 戸屋、 尾寄崎 ） ７１戸
■　　〃　 　 大川内分校、本校へ昇格（ 大川内小学校として独立 ）
■昭和３９年　電気導入 （日当、 横手、 下払、 湯の原） １５戸
■昭和４０年　８月６日、台風１５号により災害救助法適用（全壊３２世帯１４１人、半壊６７世帯４０2人
　　　　　　 一部損壊17０世帯７６５人）
■　　〃　　　山江村人口 ５，６３９人 （ 国勢調査 ）
■昭和４２年　各学校給食室完成、 完全給食開始
■昭和４３年　山江保育園開設、定員６０名
■昭和４５年　山江村人口 ４，７６５人 （ 国勢調査 ）
■昭和４６年　７月１１日、村営山江養魚場オープン
■　　〃　　　自衛隊ヘリコプター墜落事故 （ 万江大川内 ）
■昭和４８年　全日本カヌー大会（万江淡島の万江川で開催）
■昭和５０年　山江村人口 ４，４２６人 （ 国勢調査 ）
■昭和５１年　山田小学校新校舎開校 （山田章鹿倉へ移転）
■　　〃        山江村立章鹿倉保育園開園
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一般質問

　
継
続
的
な
関
わ
り
の
重
視

と
し
て
、
５
歳
児
健
診
と
い

う
単
発
の
枠
組
以
上
に
、
乳

幼
児
か
ら
の
顔
の
見
え
る
継

続
し
た
関
わ
り
が
重
要
で
あ

る
。
1
歳
6
カ
月
児
、
2
歳

児
で
は
歯
科
検
診
。
3
歳
児

の
各
健
診
に
加
え
、
保
育
園

訪
問
や
心
理
判
定
員
に
よ
る

発
達
相
談
、
保
育
士
と
の
密

な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
国
は
積
極
的
に
推
進
す
る
と

の
方
針
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
部
を
想
定
し
た
も
の

で
、
専
門
的
な
受
け
皿
の
不

足
、
健
診
で
課
題
を
抽
出
し

て
も
そ
の
後
の
療
育
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訓
練
等

を
行
う
受
け
皿
が
な
い
。

立道　徹 議員

■ 五歳児健診について
　■ 杉・桧伐採について

答答 問　
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
個
別
相
談
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
保
健
師
等
の
専
門
研

修
に
役
立
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
地
方

に
不
足
し
て
い
る
専
門
医
の
派

　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
医
師

の
派
遣
、
保
健
師
、
心
理
士
向

け
の
研
修
費
を
補
助
し
、
健
診

を
行
う
自
治
体
に
1
人

5,
0
0
0
円
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
当
村
の
方
針

は
。 問

問

　
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
桧
、

木
材
と
し
て
利
用
に
適
し
た
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
万
江
地
区

の
山
は
、
険
し
く
、
重
機
を
使

用
で
き
な
い
山
が
多
く
、
林
業

事
業
者
も
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

主
伐
、
間
伐
す
る
事
業
者
に
は

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

　
民
有
林
の
主
伐
に
つ
い
て
は

補
助
金
は
な
い
。

問

　
架
線(

架
設)

を
使
用
し
て

搬
出
の
補
助
金
は
。

問

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
来
年

度
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
に
５
歳
児

健
診
の
普
及
へ
、
費
用
補
助
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
１
０

０
％
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
の
５
歳
児
健
診
に

対
し
て
の
考
え
は
。

答

遣
、
現
場
で
働
く
人
を
直
接
支

え
る
仕
組
み
を
国
へ
求
め
る
こ

と
が
重
要
。

答

　
事
業
体
が
熊
本
県
の
認
定
事

業
を
受
け
て
い
れ
ば
補
助
の
申

請
が
で
き
る
。
主
伐
・
間
伐
と

も
に
１
箇
所
あ
た
り
八
十
万
円

を
上
限
。
補
助
金
の
嵩
上
げ
に

対
し
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
。 

答

栗献上 皇居にて
　（昭和 52 年 9 月 27 日）

まるおか号運行開始

議会だより創刊号

建設中の山江温泉健康センター

山江村ケーブルテレビ開局

令和2年７月豪雨災害発生

■昭和５２年　山江特産 「 栗 」 天皇・皇后両陛下に献上
■昭和５３年　山江村立万江保育所を開所
■昭和５４年　山江村役場庁舎移転、執務開始（現役場庁舎）
■　　〃　　　山江村章決まる
■昭和５７年　山田地区簡易水道事業完成
■昭和５８年　山江村営住宅北永シ切団地１１棟完成
■昭和５９年　　　　　　　　〃　　　　 １０棟完成
■昭和６０年　山江村人口 ４ ，３８９人 （ 国勢調査 ）
■　　〃　　　山江村営住宅北永シ切団地９棟完成
■昭和６２年　村民憲章制定。村木 ・ 村花 ・ 村鳥決まる
■平成元年　１２月７日 、九州縦貫自動車道供用開始
■平 成２年 　山江村人口 ４，２３７人 （ 国勢調査 ）
■平 成３年 　４月１日 、 山江温泉健康センター落成
■　　〃　　　７月１６日 、 屋形多目的集会施設落成
■　　〃　　　７月２１日 、 尾寄崎キャンプ場施設落成
■平 成４年 　９月１日 、スクールバス運行開始
■　　〃　　　１０月１６日 、ほたる亭落成
■平 成６年 　２月２５日、山江村議会棟完成
■　　〃　　　６月３０日、山江村農村環境改善センター開設
■　　〃　　　大干ばつ （ 井戸枯れ、樹木の枯死 【 被害額 ４５ ，４７２千円 】 ）
■平 成７年 　山江村人口 ４ ，１１８人 （ 国勢調査 ）
■平成１１年　１１月１１日 、山江村歴史民俗資料館オープン
■平成１２年　山江村人口 ４ ，１０４人 （ 国勢調査 ）
■平成１３年　議会だより創刊号発行
■　　〃　　　９月３０日 、やまえくり健康マラソン大会開催
■平成１５年　９月５日 、山江村物産館 「 ゆっくり 」 落成
■平成１７年　山江村人口 ３ ，９０１人 （国勢調査 ）
　　　　　　 ボンネットバス「マロン号」産業遺産認定
■平成１８年　乗合バス 「まるおか号」 運行開始
■平成１９年　３月１６日 、 クラインガルテン 「ほたるの荘」 完成
■平成２０年　山江村商工会を中心とした 
　　　　　　　「九州山江村の宝物ブランド化事業」 が開始
■平成２２年　４月１日、山江村ケーブルテレビ 「まろんチャンネル」 開局
■　　〃　　 山江村人口 ３ ，６８１人 （ 国勢調査 ）
■平成２６年　１０月１日、小中学校給食無料化開始
■平成２９年　４月３日、デジタル防災行政無線開局
■平成３０年　２０１８日本ICT教育アワード　山江村が総務大臣賞を受賞
■令 和２年 　７月豪雨災害発生
■令 和５年 　議会用タブレット端末導入
■令 和７年 　やまえ栗の（ G I ） 地理的表示保護制度の登録　
■令 和８年 　万江川土砂・洪水氾濫対策 （ 屋形地区 ） 砂防堰堤工事着工
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一 般 質 問

■ 大きな事業の方針転換に関わる
　　情報共有のあり方について！
　■ 回覧板のケーブルテレビ活用
　　　　　　　　　　　の考えは！
　　■高齢者等の孤独死の防止
　　　　　　　　対策について！ 

問問

問

答

答答

答答

　
事
業
執
行
に
当
た
り
、
栗

の
駅
事
業
へ
の
住
民
理
解
が

一
層
得
ら
れ
、
広
が
る
よ
う

な
周
知
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

　
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
栗
の
駅
に
関
す
る
動

画
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広

報
誌
を
活
用
、
特
集
を
組
む

な
ど
、
引
き
続
き
周
知
活
動

に
努
め
た
い
。

　
行
政
施
策
方
針
の
転
換
の

時
、
住
民
理
解
と
認
識
の
情

報
共
有
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
事
業
実
施
の
計
画
段
階
か

ら
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
住
民
生
活
の
多

様
化
に
よ
り
説
明
会
等
へ
の

参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
地
域
ご
と
の
回
覧
、
広

報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

様
々
な
情
報
手
段
で
、
住
民

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
村
民
全
世
帯
加
入
の
新
た

な
行
政
情
報
の
先
駆
け
と
し

て
、
民
営
化
移
行
に
伴
い
、

行
政
回
覧
板
放
送
を
手
掛
け

て
み
る
考
え
は
な
い
か
。

　
全
世
帯
加
入
の
回
覧
板
放

送
は
、
運
営
管
理
者
の
民
間

事
業
者
と
の
協
議
が
必
要
で
、

引
き
続
き
地
域
と
村
民
が
求

　
健
康
不
安
や
介
護
等
の
相

談
は
、
専
門
職
に
よ
る
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
で
対
応
、
生

活
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方

へ
は
自
宅
訪
問
、
認
知
症
対

策
と
し
て
語
り
合
い
の
場
で

あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

生
活
の
支
え
と
し
て
、
ま
る

お
か
号
を
活
用
し
て
の
買
い

物
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
尊
い
命
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
番
必
要
な
こ
と
は
、
行
政

の
公
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
我
が
事

と
し
て
参
加
し
、
世
代
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
存
社

会
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
孤
独
死
、
孤
立
死
を
生
ま

せ
な
い
た
め
に
一
番
必
要
な

こ
と
は
何
か
。

問問

問

問 　
民
営
化
移
行
に
伴
い
、
現

在
の
加
入
状
況
は
。

　
令
和
８
年
１
月
末
の
状
況

で
、
テ
レ
ビ
加
入
率
は
７６
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
率
は

３０
・
２
％
で
、
テ
レ
ビ
は
１
・

４
％
の
減
で
あ
る
。

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
病
気
や
悩
み
等
の
健
康
不
安

や
心
配
事
、
買
い
物
等
の
生
活

の
支
え
の
相
談
体
制
の
状
況
は
。

　
令
和
８
年
２
月
現
在
で
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
４
４

０
世
帯
、
そ
の
う
ち
独
居
世

帯
は
２
３
１
世
帯
で
あ
る
。

横谷　巡 議員

め
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。答答

山江村議会　歴代議長・副議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代副議長

任　　　　期

任　　　　期

中 　 村 　 実 　 男
高 　 岡 　 広 　 市
中 　 村 　 安 　 一
山 　 口 　 戸 　 一
内 　 川 　 二 　 生
冨 　 岡 　 高 　 雄
前 　 田 　 末 　 記
宮 　 田 　 　 　 要
上 　 村 　 倉 　 人
松 　 本 　 猛 　 夫
　 西 　 　 昱 　 雄
上 　 村 　 通 　 生
山 　 田 　 　 　 孝 　
冨 　 岡 　 隆 　 治
田 　 口 　 清 　 隆
山 　 本 　 義 　 隆
中 　 竹 　 耕 一 郎
横 　 谷 　 　 　 巡
久 保 山 　 直 　巳

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5 月
平 成 7 年 5 月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5 月

就任順

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代

就　　　任 退　　　任

就　　　任 退　　　任
岡 　 山 　 貞 　 吉
中 　 村 　 市 　 雄
西 　 村 　 健 　 一
高 　 岡 　 広 　 市
赤 　 坂 　 貞 　 治
深 　 川 　 喜 　 一
簑 　 田 　 常 　 男
上 　 村 　 　 　 進
簑 　 田 　 常 　 男
桑 　 原 　 隆 　 行
中 　 村 　 　 　 昭
　 西 　 　 　 茂
中 　 山 　 　 　 休
上 　 村 　 通 　 生
前 　 村 　 源 　 次
田 　 村 　 四 　 郎
田 　 口 　 清 　 隆
松 　 本 　 佳 　 久
秋 　 丸 　 安 　 弘
中 　 竹 　 耕 一 郎
森 　 田 　 俊 　 介

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5月
平 成 7 年 5月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平成23年12月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5月

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平成 23年12月
平 成2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平 成 2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

就任順 氏　　　　名

氏　　　　名

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代
第20代
第21代
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一般質問

　
継
続
的
な
関
わ
り
の
重
視

と
し
て
、
５
歳
児
健
診
と
い

う
単
発
の
枠
組
以
上
に
、
乳

幼
児
か
ら
の
顔
の
見
え
る
継

続
し
た
関
わ
り
が
重
要
で
あ

る
。
1
歳
6
カ
月
児
、
2
歳

児
で
は
歯
科
検
診
。
3
歳
児

の
各
健
診
に
加
え
、
保
育
園

訪
問
や
心
理
判
定
員
に
よ
る

発
達
相
談
、
保
育
士
と
の
密

な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
国
は
積
極
的
に
推
進
す
る
と

の
方
針
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
部
を
想
定
し
た
も
の

で
、
専
門
的
な
受
け
皿
の
不

足
、
健
診
で
課
題
を
抽
出
し

て
も
そ
の
後
の
療
育
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訓
練
等

を
行
う
受
け
皿
が
な
い
。

立道　徹 議員

■ 五歳児健診について
　■ 杉・桧伐採について

答答 問　
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
個
別
相
談
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
保
健
師
等
の
専
門
研

修
に
役
立
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
地
方

に
不
足
し
て
い
る
専
門
医
の
派

　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
医
師

の
派
遣
、
保
健
師
、
心
理
士
向

け
の
研
修
費
を
補
助
し
、
健
診

を
行
う
自
治
体
に
1
人

5,
0
0
0
円
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
当
村
の
方
針

は
。 問

問

　
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
桧
、

木
材
と
し
て
利
用
に
適
し
た
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
万
江
地
区

の
山
は
、
険
し
く
、
重
機
を
使

用
で
き
な
い
山
が
多
く
、
林
業

事
業
者
も
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

主
伐
、
間
伐
す
る
事
業
者
に
は

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

　
民
有
林
の
主
伐
に
つ
い
て
は

補
助
金
は
な
い
。

問

　
架
線(

架
設)

を
使
用
し
て

搬
出
の
補
助
金
は
。

問

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
来
年

度
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
に
５
歳
児

健
診
の
普
及
へ
、
費
用
補
助
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
１
０

０
％
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
の
５
歳
児
健
診
に

対
し
て
の
考
え
は
。

答

遣
、
現
場
で
働
く
人
を
直
接
支

え
る
仕
組
み
を
国
へ
求
め
る
こ

と
が
重
要
。

答

　
事
業
体
が
熊
本
県
の
認
定
事

業
を
受
け
て
い
れ
ば
補
助
の
申

請
が
で
き
る
。
主
伐
・
間
伐
と

も
に
１
箇
所
あ
た
り
八
十
万
円

を
上
限
。
補
助
金
の
嵩
上
げ
に

対
し
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
。 

答

栗献上 皇居にて
　（昭和 52 年 9 月 27 日）

まるおか号運行開始

議会だより創刊号

建設中の山江温泉健康センター

山江村ケーブルテレビ開局

令和2年７月豪雨災害発生

■昭和５２年　山江特産 「 栗 」 天皇・皇后両陛下に献上
■昭和５３年　山江村立万江保育所を開所
■昭和５４年　山江村役場庁舎移転、執務開始（現役場庁舎）
■　　〃　　　山江村章決まる
■昭和５７年　山田地区簡易水道事業完成
■昭和５８年　山江村営住宅北永シ切団地１１棟完成
■昭和５９年　　　　　　　　〃　　　　 １０棟完成
■昭和６０年　山江村人口 ４ ，３８９人 （ 国勢調査 ）
■　　〃　　　山江村営住宅北永シ切団地９棟完成
■昭和６２年　村民憲章制定。村木 ・ 村花 ・ 村鳥決まる
■平成元年　１２月７日 、九州縦貫自動車道供用開始
■平 成２年 　山江村人口 ４，２３７人 （ 国勢調査 ）
■平 成３年 　４月１日 、 山江温泉健康センター落成
■　　〃　　　７月１６日 、 屋形多目的集会施設落成
■　　〃　　　７月２１日 、 尾寄崎キャンプ場施設落成
■平 成４年 　９月１日 、スクールバス運行開始
■　　〃　　　１０月１６日 、ほたる亭落成
■平 成６年 　２月２５日、山江村議会棟完成
■　　〃　　　６月３０日、山江村農村環境改善センター開設
■　　〃　　　大干ばつ （ 井戸枯れ、樹木の枯死 【 被害額 ４５ ，４７２千円 】 ）
■平 成７年 　山江村人口 ４ ，１１８人 （ 国勢調査 ）
■平成１１年　１１月１１日 、山江村歴史民俗資料館オープン
■平成１２年　山江村人口 ４ ，１０４人 （ 国勢調査 ）
■平成１３年　議会だより創刊号発行
■　　〃　　　９月３０日 、やまえくり健康マラソン大会開催
■平成１５年　９月５日 、山江村物産館 「 ゆっくり 」 落成
■平成１７年　山江村人口 ３ ，９０１人 （国勢調査 ）
　　　　　　 ボンネットバス「マロン号」産業遺産認定
■平成１８年　乗合バス 「まるおか号」 運行開始
■平成１９年　３月１６日 、 クラインガルテン 「ほたるの荘」 完成
■平成２０年　山江村商工会を中心とした 
　　　　　　　「九州山江村の宝物ブランド化事業」 が開始
■平成２２年　４月１日、山江村ケーブルテレビ 「まろんチャンネル」 開局
■　　〃　　 山江村人口 ３ ，６８１人 （ 国勢調査 ）
■平成２６年　１０月１日、小中学校給食無料化開始
■平成２９年　４月３日、デジタル防災行政無線開局
■平成３０年　２０１８日本ICT教育アワード　山江村が総務大臣賞を受賞
■令 和２年 　７月豪雨災害発生
■令 和５年 　議会用タブレット端末導入
■令 和７年 　やまえ栗の（ G I ） 地理的表示保護制度の登録　
■令 和８年 　万江川土砂・洪水氾濫対策 （ 屋形地区 ） 砂防堰堤工事着工
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一 般 質 問

■ 大きな事業の方針転換に関わる
　　情報共有のあり方について！
　■ 回覧板のケーブルテレビ活用
　　　　　　　　　　　の考えは！
　　■高齢者等の孤独死の防止
　　　　　　　　対策について！ 

問問

問

答

答答

答答

　
事
業
執
行
に
当
た
り
、
栗

の
駅
事
業
へ
の
住
民
理
解
が

一
層
得
ら
れ
、
広
が
る
よ
う

な
周
知
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

　
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
栗
の
駅
に
関
す
る
動

画
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広

報
誌
を
活
用
、
特
集
を
組
む

な
ど
、
引
き
続
き
周
知
活
動

に
努
め
た
い
。

　
行
政
施
策
方
針
の
転
換
の

時
、
住
民
理
解
と
認
識
の
情

報
共
有
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
事
業
実
施
の
計
画
段
階
か

ら
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
住
民
生
活
の
多

様
化
に
よ
り
説
明
会
等
へ
の

参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
地
域
ご
と
の
回
覧
、
広

報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

様
々
な
情
報
手
段
で
、
住
民

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
村
民
全
世
帯
加
入
の
新
た

な
行
政
情
報
の
先
駆
け
と
し

て
、
民
営
化
移
行
に
伴
い
、

行
政
回
覧
板
放
送
を
手
掛
け

て
み
る
考
え
は
な
い
か
。

　
全
世
帯
加
入
の
回
覧
板
放

送
は
、
運
営
管
理
者
の
民
間

事
業
者
と
の
協
議
が
必
要
で
、

引
き
続
き
地
域
と
村
民
が
求

　
健
康
不
安
や
介
護
等
の
相

談
は
、
専
門
職
に
よ
る
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
で
対
応
、
生

活
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方

へ
は
自
宅
訪
問
、
認
知
症
対

策
と
し
て
語
り
合
い
の
場
で

あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

生
活
の
支
え
と
し
て
、
ま
る

お
か
号
を
活
用
し
て
の
買
い

物
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
尊
い
命
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
番
必
要
な
こ
と
は
、
行
政

の
公
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
我
が
事

と
し
て
参
加
し
、
世
代
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
存
社

会
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
孤
独
死
、
孤
立
死
を
生
ま

せ
な
い
た
め
に
一
番
必
要
な

こ
と
は
何
か
。

問問

問

問 　
民
営
化
移
行
に
伴
い
、
現

在
の
加
入
状
況
は
。

　
令
和
８
年
１
月
末
の
状
況

で
、
テ
レ
ビ
加
入
率
は
７６
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
率
は

３０
・
２
％
で
、
テ
レ
ビ
は
１
・

４
％
の
減
で
あ
る
。

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
病
気
や
悩
み
等
の
健
康
不
安

や
心
配
事
、
買
い
物
等
の
生
活

の
支
え
の
相
談
体
制
の
状
況
は
。

　
令
和
８
年
２
月
現
在
で
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
４
４

０
世
帯
、
そ
の
う
ち
独
居
世

帯
は
２
３
１
世
帯
で
あ
る
。

横谷　巡 議員

め
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。答答

山江村議会　歴代議長・副議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代副議長

任　　　　期

任　　　　期

中 　 村 　 実 　 男
高 　 岡 　 広 　 市
中 　 村 　 安 　 一
山 　 口 　 戸 　 一
内 　 川 　 二 　 生
冨 　 岡 　 高 　 雄
前 　 田 　 末 　 記
宮 　 田 　 　 　 要
上 　 村 　 倉 　 人
松 　 本 　 猛 　 夫
　 西 　 　 昱 　 雄
上 　 村 　 通 　 生
山 　 田 　 　 　 孝 　
冨 　 岡 　 隆 　 治
田 　 口 　 清 　 隆
山 　 本 　 義 　 隆
中 　 竹 　 耕 一 郎
横 　 谷 　 　 　 巡
久 保 山 　 直 　巳

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5 月
平 成 7 年 5 月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5 月

就任順

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代

就　　　任 退　　　任

就　　　任 退　　　任
岡 　 山 　 貞 　 吉
中 　 村 　 市 　 雄
西 　 村 　 健 　 一
高 　 岡 　 広 　 市
赤 　 坂 　 貞 　 治
深 　 川 　 喜 　 一
簑 　 田 　 常 　 男
上 　 村 　 　 　 進
簑 　 田 　 常 　 男
桑 　 原 　 隆 　 行
中 　 村 　 　 　 昭
　 西 　 　 　 茂
中 　 山 　 　 　 休
上 　 村 　 通 　 生
前 　 村 　 源 　 次
田 　 村 　 四 　 郎
田 　 口 　 清 　 隆
松 　 本 　 佳 　 久
秋 　 丸 　 安 　 弘
中 　 竹 　 耕 一 郎
森 　 田 　 俊 　 介

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5月
平 成 7 年 5月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平成23年12月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5月

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平成 23年12月
平 成2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平 成 2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

就任順 氏　　　　名

氏　　　　名

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代
第20代
第21代
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一般質問

久保山直巳 議員

万江川土砂・洪水氾濫対策（屋形地区）砂防えん堤工事着工式

　　　■ 村長選挙について

問答 　
内
山
村
長
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
鎮
山
親
水
の
理
念
を
掲
げ

ら
れ
、
着
実
な
行
政
運
営
と

地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
内
山
村

長
に
は
、
山
江
村
の
未
来
の

た
め
に
、
経
験
と
実
行
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
を

強
く
要
請
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
令
和
８

年
度
よ
り
具
体
的
に
始
ま
る
と

い
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
ソ

フ
ト
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
経
験
を
通
し

て
、
国
や
県
と
国
会
議
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
霞
が
関
の
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
の
官
僚
の
方
の
パ
イ
プ

が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ
め

県
幹
部
の
職
員
と
の
パ
イ
プ

も
年
々
太
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
関
係
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

山
江
村
の
発
展
の
た
め
に
理

想
論
だ
け
で
は
な
く
て
で
す

ね
、
し
っ
か
り
泥
臭
く
も
国

や
県
か
ら
予
算
や
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
う
い
う
実
務
能

力
を
発
揮
す
る
と
き
が
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
山
や
川
が
、

そ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
無

残
に
も
崩
壊
し
た
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
思
っ
た

の
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

運
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
災
害
か
ら
の
ふ
る
さ
と
山

江
村
を
取
り
戻
す
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
元

気
な
ふ
る
さ
と
山
江
村
を
つ

く
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
だ
と
心
に

刻
み
、
ま
た
そ
う
い
う
自
然

災
害
が
語
り
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
鎮
山

親
水
に
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
年
７
月
に
執
行
さ
れ

る
山
江
村
長
選
挙
に
は
、
出

馬
す
る
と
い
う
決
意
を
固
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　令和８年３月９日から１３日までの５日間、第２回定例会を開催し、令和７年度補正予算６件、
同意１件、条例改正１３件、令和８年度当初予算７件の合計２７件を可決しました。令和８年度
一般会計当初予算は 5,418,000 千円（前年度比 1,082,000 千円の増額）となりました。

令和８年第２回山江村議会定例会

質 疑 答 弁

白川議員

1. 企画総務費のシティプロモーション委託料の内容。
2. 地域おこし協力隊活動サポート業務委託料の内容。
3. 親水公園基本構想設計業務委託料の内容。
4. 地域づくりアドバイザー業務委託料の内容。
5. 業務推進委託料の内容。
6. 地域おこし協力隊業務委託料の内容。

狂犬病予防注射に係る歳入歳出の大幅な増額の要因は。
親水公園建設の事業主体は県か村か。
ふるさと応援基金積立金の70％を経費として見ていると審　
議の中で説明がなされたが、国の指針である50％に収まる　
という説明もなされた。村に入る寄付金は30％ということか。
移住支援金が７年度は１件分、８年度は４件分と増額されて　
いるが、実際に申込みがあっているのか。

官民共創地域振興拠点施設「栗の駅」整備事業について、建
築工事も含まれると思うが、委託料一本で計上した理由は。
尾寄崎キャンプ場維持管理費で水源掘削に係る工事費を計上
しているが、その内容は。
村営住宅新規建設のための用地購入費の計上がなされている
が、地域優良賃貸住宅の建設も計画されているのか。

総務課長

総務課長

メディカルフィットネス事業に係る人件費等の民間委託料と、
９種類１３台の運動機器へのリース料。
健康増進のためのデジタル健康ポイントに係る委託料。

現在の 8 分団編成から５分団編成へ統合する際の、再編支援
に係る補助金。

これまでは、獣医師会と村と分けて受入れをしていたが、来年度
からは、いったん村で全額を受入れ獣医師会へ支払うこととな
ったため。

県道から河川側については県の河川整備事業、山側の公園整備
については村の事業。

寄付金に対して 50％の経費をみているが、寄付金の増額を見
込んでいるため、20％を上乗せしている。

申し込みがあっているのは現在のところ 1 件。

ふるさと応援寄附金の使い道は。
辻傾斜地崩壊対策事業負担金の事業内容、また、説明会を予定
しているか。

1.
2.

特産品開発及び地域産業の振興に関する事業等、６つの事業へ
５，４２０千円を充当。

1.

工事用仮設道路の設置、法面吹付工事など。説明会について
は、地元住民へ都度お知らせをしながら、実施する。

2.2.

ふるさと納税業務に係るＰＲ活動の委託料。
地域おこし協力隊１名分の生活などサポートに係る委託料。
淡島地区に予定している親水公園の基本構想を計画するため
の委託料。
栗の駅、また地域づくり全般へのアドバイザリー業務に係る委
託料。
地域づくりフォーラムや、復興ポータルサイトの管理運営、更
に民間放送会社を含めた新しい情報発信への委託料。

（株）トムシと委託契約を結び、地域おこし協力隊３名分への
委託料。

1.
2.
3.

4.

5.

6.

西　議員

立道議員

赤坂議員

介護予防拠点施設費の施設管理委託料の内容、及び運動機器
リース料の内容。
健康増進事業管理委託料の内容。
非常備消防費の消防団再編支援補助金の内容。

1.

2.
3.

1.

2.

３.

1.

2.

３.

4.

建築工事やその監理業務、プロモーション動画制作、商品開発、
そして太陽光パネルを活用したエネルギー事業など多岐に渡る
事業を予定しているが、民間の資金、経営能力、技術、ノウハウを
活用した PFI 方式による発注を考えているため、委託料一本で
の予算計上を行った。
尾寄崎キャンプ場の水源は、これまで山水を引いていたが、敷地
内に井戸を掘って水を確保するため、その工事に係る費用を計
上した。

現在４０戸の住宅整備を予定しているが、そのうち地域優良賃
貸住宅は６戸の整備を計画している。

1.

2.

３.

企画調整課長

健康福祉課長

企画調整課長

企画調整課長

企画調整課長

建設課長

1.

2.

３.

1.
2.
３.

4.

健康福祉課長

横谷議員

村　長

建設課長
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一般質問

久保山直巳 議員

万江川土砂・洪水氾濫対策（屋形地区）砂防えん堤工事着工式

　　　■ 村長選挙について

問答 　
内
山
村
長
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
鎮
山
親
水
の
理
念
を
掲
げ

ら
れ
、
着
実
な
行
政
運
営
と

地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
内
山
村

長
に
は
、
山
江
村
の
未
来
の

た
め
に
、
経
験
と
実
行
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
を

強
く
要
請
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
令
和
８

年
度
よ
り
具
体
的
に
始
ま
る
と

い
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
ソ

フ
ト
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
経
験
を
通
し

て
、
国
や
県
と
国
会
議
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
霞
が
関
の
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
の
官
僚
の
方
の
パ
イ
プ

が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ
め

県
幹
部
の
職
員
と
の
パ
イ
プ

も
年
々
太
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
関
係
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

山
江
村
の
発
展
の
た
め
に
理

想
論
だ
け
で
は
な
く
て
で
す

ね
、
し
っ
か
り
泥
臭
く
も
国

や
県
か
ら
予
算
や
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
う
い
う
実
務
能

力
を
発
揮
す
る
と
き
が
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
山
や
川
が
、

そ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
無

残
に
も
崩
壊
し
た
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
思
っ
た

の
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

運
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
災
害
か
ら
の
ふ
る
さ
と
山

江
村
を
取
り
戻
す
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
元

気
な
ふ
る
さ
と
山
江
村
を
つ

く
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
だ
と
心
に

刻
み
、
ま
た
そ
う
い
う
自
然

災
害
が
語
り
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
鎮
山

親
水
に
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
年
７
月
に
執
行
さ
れ

る
山
江
村
長
選
挙
に
は
、
出

馬
す
る
と
い
う
決
意
を
固
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　令和８年３月９日から１３日までの５日間、第２回定例会を開催し、令和７年度補正予算６件、
同意１件、条例改正１３件、令和８年度当初予算７件の合計２７件を可決しました。令和８年度
一般会計当初予算は 5,418,000 千円（前年度比 1,082,000 千円の増額）となりました。

令和８年第２回山江村議会定例会

質 疑 答 弁

白川議員

1. 企画総務費のシティプロモーション委託料の内容。
2. 地域おこし協力隊活動サポート業務委託料の内容。
3. 親水公園基本構想設計業務委託料の内容。
4. 地域づくりアドバイザー業務委託料の内容。
5. 業務推進委託料の内容。
6. 地域おこし協力隊業務委託料の内容。

狂犬病予防注射に係る歳入歳出の大幅な増額の要因は。
親水公園建設の事業主体は県か村か。
ふるさと応援基金積立金の70％を経費として見ていると審　
議の中で説明がなされたが、国の指針である50％に収まる　
という説明もなされた。村に入る寄付金は30％ということか。
移住支援金が７年度は１件分、８年度は４件分と増額されて　
いるが、実際に申込みがあっているのか。

官民共創地域振興拠点施設「栗の駅」整備事業について、建
築工事も含まれると思うが、委託料一本で計上した理由は。
尾寄崎キャンプ場維持管理費で水源掘削に係る工事費を計上
しているが、その内容は。
村営住宅新規建設のための用地購入費の計上がなされている
が、地域優良賃貸住宅の建設も計画されているのか。

総務課長

総務課長

メディカルフィットネス事業に係る人件費等の民間委託料と、
９種類１３台の運動機器へのリース料。
健康増進のためのデジタル健康ポイントに係る委託料。

現在の 8 分団編成から５分団編成へ統合する際の、再編支援
に係る補助金。

これまでは、獣医師会と村と分けて受入れをしていたが、来年度
からは、いったん村で全額を受入れ獣医師会へ支払うこととな
ったため。

県道から河川側については県の河川整備事業、山側の公園整備
については村の事業。

寄付金に対して 50％の経費をみているが、寄付金の増額を見
込んでいるため、20％を上乗せしている。

申し込みがあっているのは現在のところ 1 件。

ふるさと応援寄附金の使い道は。
辻傾斜地崩壊対策事業負担金の事業内容、また、説明会を予定
しているか。

1.
2.

特産品開発及び地域産業の振興に関する事業等、６つの事業へ
５，４２０千円を充当。

1.

工事用仮設道路の設置、法面吹付工事など。説明会について
は、地元住民へ都度お知らせをしながら、実施する。

2.2.

ふるさと納税業務に係るＰＲ活動の委託料。
地域おこし協力隊１名分の生活などサポートに係る委託料。
淡島地区に予定している親水公園の基本構想を計画するため
の委託料。
栗の駅、また地域づくり全般へのアドバイザリー業務に係る委
託料。
地域づくりフォーラムや、復興ポータルサイトの管理運営、更
に民間放送会社を含めた新しい情報発信への委託料。

（株）トムシと委託契約を結び、地域おこし協力隊３名分への
委託料。

1.
2.
3.

4.

5.

6.

西　議員

立道議員

赤坂議員

介護予防拠点施設費の施設管理委託料の内容、及び運動機器
リース料の内容。
健康増進事業管理委託料の内容。
非常備消防費の消防団再編支援補助金の内容。

1.

2.
3.

1.

2.

３.

1.

2.

３.

4.

建築工事やその監理業務、プロモーション動画制作、商品開発、
そして太陽光パネルを活用したエネルギー事業など多岐に渡る
事業を予定しているが、民間の資金、経営能力、技術、ノウハウを
活用した PFI 方式による発注を考えているため、委託料一本で
の予算計上を行った。
尾寄崎キャンプ場の水源は、これまで山水を引いていたが、敷地
内に井戸を掘って水を確保するため、その工事に係る費用を計
上した。

現在４０戸の住宅整備を予定しているが、そのうち地域優良賃
貸住宅は６戸の整備を計画している。

1.

2.

３.

企画調整課長

健康福祉課長

企画調整課長

企画調整課長

企画調整課長

建設課長

1.

2.

３.

1.
2.
３.

4.

健康福祉課長

横谷議員

村　長

建設課長
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一般質問

久保山直巳 議員

万江川土砂・洪水氾濫対策（屋形地区）砂防えん堤工事着工式

　　　■ 村長選挙について

問答 　
内
山
村
長
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
鎮
山
親
水
の
理
念
を
掲
げ

ら
れ
、
着
実
な
行
政
運
営
と

地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
内
山
村

長
に
は
、
山
江
村
の
未
来
の

た
め
に
、
経
験
と
実
行
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
を

強
く
要
請
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
令
和
８

年
度
よ
り
具
体
的
に
始
ま
る
と

い
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
ソ

フ
ト
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
経
験
を
通
し

て
、
国
や
県
と
国
会
議
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
霞
が
関
の
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
の
官
僚
の
方
の
パ
イ
プ

が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ
め

県
幹
部
の
職
員
と
の
パ
イ
プ

も
年
々
太
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
関
係
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

山
江
村
の
発
展
の
た
め
に
理

想
論
だ
け
で
は
な
く
て
で
す

ね
、
し
っ
か
り
泥
臭
く
も
国

や
県
か
ら
予
算
や
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
う
い
う
実
務
能

力
を
発
揮
す
る
と
き
が
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
山
や
川
が
、

そ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
無

残
に
も
崩
壊
し
た
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
思
っ
た

の
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

運
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
災
害
か
ら
の
ふ
る
さ
と
山

江
村
を
取
り
戻
す
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
元

気
な
ふ
る
さ
と
山
江
村
を
つ

く
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
だ
と
心
に

刻
み
、
ま
た
そ
う
い
う
自
然

災
害
が
語
り
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
鎮
山

親
水
に
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
年
７
月
に
執
行
さ
れ

る
山
江
村
長
選
挙
に
は
、
出

馬
す
る
と
い
う
決
意
を
固
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　令和８年３月９日から１３日までの５日間、第２回定例会を開催し、令和７年度補正予算６件、
同意１件、条例改正１３件、令和８年度当初予算７件の合計２７件を可決しました。令和８年度
一般会計当初予算は 5,418,000 千円（前年度比 1,082,000 千円の増額）となりました。

令和８年第２回山江村議会定例会

質 疑 答 弁

白川議員

1. 企画総務費のシティプロモーション委託料の内容。
2. 地域おこし協力隊活動サポート業務委託料の内容。
3. 親水公園基本構想設計業務委託料の内容。
4. 地域づくりアドバイザー業務委託料の内容。
5. 業務推進委託料の内容。
6. 地域おこし協力隊業務委託料の内容。

狂犬病予防注射に係る歳入歳出の大幅な増額の要因は。
親水公園建設の事業主体は県か村か。
ふるさと応援基金積立金の70％を経費として見ていると審　
議の中で説明がなされたが、国の指針である50％に収まる　
という説明もなされた。村に入る寄付金は30％ということか。
移住支援金が７年度は１件分、８年度は４件分と増額されて　
いるが、実際に申込みがあっているのか。

官民共創地域振興拠点施設「栗の駅」整備事業について、建
築工事も含まれると思うが、委託料一本で計上した理由は。
尾寄崎キャンプ場維持管理費で水源掘削に係る工事費を計上
しているが、その内容は。
村営住宅新規建設のための用地購入費の計上がなされている
が、地域優良賃貸住宅の建設も計画されているのか。

総務課長

総務課長

メディカルフィットネス事業に係る人件費等の民間委託料と、
９種類１３台の運動機器へのリース料。
健康増進のためのデジタル健康ポイントに係る委託料。

現在の 8 分団編成から５分団編成へ統合する際の、再編支援
に係る補助金。

これまでは、獣医師会と村と分けて受入れをしていたが、来年度
からは、いったん村で全額を受入れ獣医師会へ支払うこととな
ったため。

県道から河川側については県の河川整備事業、山側の公園整備
については村の事業。

寄付金に対して 50％の経費をみているが、寄付金の増額を見
込んでいるため、20％を上乗せしている。

申し込みがあっているのは現在のところ 1 件。

ふるさと応援寄附金の使い道は。
辻傾斜地崩壊対策事業負担金の事業内容、また、説明会を予定
しているか。

1.
2.

特産品開発及び地域産業の振興に関する事業等、６つの事業へ
５，４２０千円を充当。

1.

工事用仮設道路の設置、法面吹付工事など。説明会について
は、地元住民へ都度お知らせをしながら、実施する。

2.2.

ふるさと納税業務に係るＰＲ活動の委託料。
地域おこし協力隊１名分の生活などサポートに係る委託料。
淡島地区に予定している親水公園の基本構想を計画するため
の委託料。
栗の駅、また地域づくり全般へのアドバイザリー業務に係る委
託料。
地域づくりフォーラムや、復興ポータルサイトの管理運営、更
に民間放送会社を含めた新しい情報発信への委託料。

（株）トムシと委託契約を結び、地域おこし協力隊３名分への
委託料。

1.
2.
3.

4.

5.

6.

西　議員

立道議員

赤坂議員

介護予防拠点施設費の施設管理委託料の内容、及び運動機器
リース料の内容。
健康増進事業管理委託料の内容。
非常備消防費の消防団再編支援補助金の内容。

1.

2.
3.

1.

2.

３.

1.

2.

３.

4.

建築工事やその監理業務、プロモーション動画制作、商品開発、
そして太陽光パネルを活用したエネルギー事業など多岐に渡る
事業を予定しているが、民間の資金、経営能力、技術、ノウハウを
活用した PFI 方式による発注を考えているため、委託料一本で
の予算計上を行った。
尾寄崎キャンプ場の水源は、これまで山水を引いていたが、敷地
内に井戸を掘って水を確保するため、その工事に係る費用を計
上した。

現在４０戸の住宅整備を予定しているが、そのうち地域優良賃
貸住宅は６戸の整備を計画している。

1.

2.

３.

企画調整課長

健康福祉課長

企画調整課長

企画調整課長

企画調整課長

建設課長

1.

2.

３.

1.
2.
３.

4.

健康福祉課長

横谷議員

村　長

建設課長
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北田　愛介 議員

一般質問

問

問

問答答

答

　
本
村
農
業
の
高
齢
化
の
現

状
と
今
後
の
推
移
予
測
を
伺

う
。

　
２
０
２
０
年
と
２
０
１
５
年

を
比
較
す
る
と
農
業
経
営
体
個

人
、
団
体
合
わ
せ
て
２１
経
営
体

が
減
少
し
た
。
６５
歳
以
上
の
農

業
経
営
体
は
５５
・
７
％
か
ら

６４
％
に
増
加
し
た
。
今
後
も
高

齢
化
は
進
む
と
推
測
し
て
い

る
。

　
農
業
経
営
体
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
の
現
状
に
お
い

て
、
今
後
本
村
の
農
業
振
興

を
ど
の
様
に
進
め
る
か
伺
う
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
諸
々

の
情
報
提
供
を
農
家
の
方
に

し
て
い
く
又
、
農
家
の
方
々

と
連
携
し
環
境
の
整
備
や
基

盤
の
整
備
を
し
っ
か
り
し
な

が
ら
農
家
の
方
々
が
農
業
に

取
り
組
め
る
環
境
を
作
っ
て

い
く
。
そ
の
基
盤
整
備
の
一

つ
と
し
て
栗
の
駅
を
位
置
付

　
今
後
実
施
予
定
の
大
型
公
共

事
業
計
画
を
伺
う
。

答 　
令
和
４
年
度
熊
本
県
市
町
村

民
経
済
計
算
報
告
書
に
よ
る

と
、
山
江
村
の
総
生
産
額
は
１

２
０
億
円
で
県
内
４５
市
町
村
中

３８
位
、
１
人
当
た
り
の
市
町
村

民
所
得
は
２
３
９
万
９
千
円
で

３５
位
で
あ
る
。

　
民
間
調
査
の
全
国
市
町
村
所

得
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
平
均
所

得
が
全
国
１
７
４
１
市
区
町
村

中
１
６
８
６
位
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
村

民
所
得
を
上
げ
て
い
く
の
か
伺

う
。

　
特
産
物
で
あ
る
や
ま
え
栗

や
ニ
オ
イ
ヒ
バ
、
ゆ
ず
等
の

６
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価

値
の
創
造
に
併
せ
て
、
雇
用

の
創
出
を
図
り
栗
の
駅
か
ら

地
域
経
済
を
波
及
さ
せ
な
が

ら
村
内
の
総
生
産
を
高
め
て

村
民
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
１０
年
間

の
起
債
償
還
計
画
を
作
成
し

て
い
る
。
令
和
１２
年
に
４
億

６
５
０
０
万
円
程
度
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
年
々

降
下
し
１６
年
度
は
４
億
程
度

に
な
る
。
地
方
交
付
税
措
置

額
を
差
引
い
た
実
質
負
担
は

１
億
５
２
０
０
万
円
か
ら
１

億
９
３
０
０
万
円
で
推
移
す

る
見
込
み
。

　
実
質
公
債
費
比
率
も
ピ
ー

ク
時
１１
・
３
％
で
２０
％
を
大

き
く
下
回
る
。
国
県
支
出
金

や
起
債
が
予
定
通
り
い
か
な

い
と
き
は
、
事
業
を
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
出
て

く
る
。
今
後
大
型
の
公
共
事

業
が
続
く
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
財
政
運
営
の
な
か
で

対
応
し
て
い
く
。

問　
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
令
和
７
年
度
か
ら
１４

年
度
ま
で
の
財
政
計
画
を
作

成
し
た
。

　
今
後
実
施
予
定
の
公
共
事

業
は
、
栗
の
駅
整
備
、
蓄
電

施
設
整
備
、
尾
寄
崎
キ
ャ
ン

プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
村
営

住
宅
建
て
替
え
、
簡
易
水
道

耐
震
化
、
農
業
集
落
排
水
施

設
更
新
、
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
事
業
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
、
小
中
学
校
統
合
、

丸
岡
公
園
人
工
芝
整
備
、
親

水
公
園
な
ど
、
約
６４
億
８
千

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
国
県

補
助
金
、
地
方
債
、
基
金
な

ど
を
活
用
し
て
一
般
財
源
は
、

７
８
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

答答 　
こ
れ
ま
で
の
大
型
事
業
や

今
後
の
事
業
実
施
に
よ
る
起

債
償
還
を
含
め
た
財
政
の
見

通
し
を
伺
う
。

■ 農業政策を問う
　■村民所得を問う
　　　■ 公共事業と財政計画を問う

け
て
、
米
や
栗
だ
け
で
な
く
野

菜
の
集
出
荷
を
行
う
。
栗
の
駅

を
中
心
と
し
て
農
業
振
興
、
産

業
振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組

む
。問

村 政 を 問 う ！ 一般質問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

早朝から運行する
　　「まるおか号」
早朝から運行する
　　「まるおか号」

■ 乗合バス“まるおか号”の運行状況
　　■ 道路及び河川整備の現状は ！

問

問

答

答

　
近
年
に
お
け
る
「
ま
る
お

か
号
」
の
利
用
者
数
は
。

答

　
停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
村
政
懇
談
会
で
も
要
望
が

出
て
い
る
。
人
吉
市
内
で
の

運
行
は
人
吉
市
公
共
交
通
会

議
の
許
可
が
必
要
。
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
人
吉

市
と
協
議
し
な
が
ら
利
用
し

や
す
い
停
留
所
を
設
置
し
て

行
き
た
い
。

　
ま
る
お
か
号
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

人
吉
市
内
の
停
留
所
を
２
ヶ

所
増
設
さ
れ
て
い
る
が
、
市

内
で
の
ル
ー
ト
間
に
お
い
て
、

更
に
停
留
所
の
増
設
は
出
来

な
い
の
か
。

　
人
吉
警
察
署
へ
問
合
せ
た

が
、
山
江
村
の
数
は
分
か
ら

　
舗
装
補
修
工
事
が
３
路
線
、

路
面
性
状
調
査
が
１
０
６
k
m

問　
本
村
は
利
用
者
に
対
し
利

用
料
金
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
近
年
の
補
助
額
の

状
況
は
。

　
左
記
の
と
お
り
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問問

　
下
記
の
と

お
り
、
年
々

増
加
傾
に
あ

る
。

答 　
高
齢
と
な
り
運
転
免
許
の

自
主
免
許
返
納
者
が
利
用
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
現
状
は
。

問問

問

　
橋
梁
点
検
が
４４
橋
、
橋
梁
補
修

設
計
が
2
橋
、
橋
梁
補
修
工
事
が

２
橋
、河
川
改
修
工
事
が
１
河
川
。

　
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
令
和
８
年
度
予
定
さ
れ
る
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
舗
装
補
修
工
事
が
７
路
線
、

橋
梁
補
修
設
計
が
１
橋
、
橋
梁

補
修
工
事
が
１
橋
。

　
測
量
調
査
設
計
完
了
の
山
江

錦
線
側
溝
整
備
工
事
の
事
業
実

施
は
。

白川　俊博 議員

答

　
令
和
７
年
度
に
お
け
る
山

江
村
内
の
運
転
免
許
の
自
主

免
許
返
納
者
の
数
は
確
認
で

き
る
か
。

答

答問　
県
道
相
良
人
吉
線
は
役
場
前

か
ら
歩
道
新
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
実
施
時
期
は
。

　
用
地
取
得
が
完
了
し
た
区
間

か
ら
実
施
し
て
行
く
。
工
事
着

手
時
期
は
今
年
１０
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

答 答　
こ
れ
ま
で
令
和
２
年
災
害
復

旧
事
業
を
優
先
し
て
き
た
。
今

後
は
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら

事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

行
く
。

年　度 利用人数

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

6 , 5 8 9

7 , 4 1 6

7 , 5 8 7

7 , 6 3 8

6 , 8 8 0
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 補助金額

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

7 , 2 7 8 , 9 0 2

7 , 8 9 7 , 5 8 9

8 , 3 1 4 , 8 1 8

8 , 5 0 0 , 3 8 5

8 , 2 4 3 , 1 4 9
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 自主返納者利用状況

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

　8 7 0

1 , 5 7 1

1 , 7 6 0

1 , 5 4 7

1 , 4 7 5
（令和 7年度：1月末現在）

人

人

人

人

人

な
い
。
人
吉
署
管
内
で
は

2
0
0
人
が
自
主
返
納
し
て
い

る
。

回

回

回

回

回

円

円

円

円

円

一般質問
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一般質問

問

問

問答答

答

　
本
村
農
業
の
高
齢
化
の
現

状
と
今
後
の
推
移
予
測
を
伺

う
。

　
２
０
２
０
年
と
２
０
１
５
年

を
比
較
す
る
と
農
業
経
営
体
個

人
、
団
体
合
わ
せ
て
２１
経
営
体

が
減
少
し
た
。
６５
歳
以
上
の
農

業
経
営
体
は
５５
・
７
％
か
ら

６４
％
に
増
加
し
た
。
今
後
も
高

齢
化
は
進
む
と
推
測
し
て
い

る
。

　
農
業
経
営
体
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
の
現
状
に
お
い

て
、
今
後
本
村
の
農
業
振
興

を
ど
の
様
に
進
め
る
か
伺
う
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
諸
々

の
情
報
提
供
を
農
家
の
方
に

し
て
い
く
又
、
農
家
の
方
々

と
連
携
し
環
境
の
整
備
や
基

盤
の
整
備
を
し
っ
か
り
し
な

が
ら
農
家
の
方
々
が
農
業
に

取
り
組
め
る
環
境
を
作
っ
て

い
く
。
そ
の
基
盤
整
備
の
一

つ
と
し
て
栗
の
駅
を
位
置
付

　
今
後
実
施
予
定
の
大
型
公
共

事
業
計
画
を
伺
う
。

答 　
令
和
４
年
度
熊
本
県
市
町
村

民
経
済
計
算
報
告
書
に
よ
る

と
、
山
江
村
の
総
生
産
額
は
１

２
０
億
円
で
県
内
４５
市
町
村
中

３８
位
、
１
人
当
た
り
の
市
町
村

民
所
得
は
２
３
９
万
９
千
円
で

３５
位
で
あ
る
。

　
民
間
調
査
の
全
国
市
町
村
所

得
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
平
均
所

得
が
全
国
１
７
４
１
市
区
町
村

中
１
６
８
６
位
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
村

民
所
得
を
上
げ
て
い
く
の
か
伺

う
。

　
特
産
物
で
あ
る
や
ま
え
栗

や
ニ
オ
イ
ヒ
バ
、
ゆ
ず
等
の

６
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価

値
の
創
造
に
併
せ
て
、
雇
用

の
創
出
を
図
り
栗
の
駅
か
ら

地
域
経
済
を
波
及
さ
せ
な
が

ら
村
内
の
総
生
産
を
高
め
て

村
民
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
１０
年
間

の
起
債
償
還
計
画
を
作
成
し

て
い
る
。
令
和
１２
年
に
４
億

６
５
０
０
万
円
程
度
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
年
々

降
下
し
１６
年
度
は
４
億
程
度

に
な
る
。
地
方
交
付
税
措
置

額
を
差
引
い
た
実
質
負
担
は

１
億
５
２
０
０
万
円
か
ら
１

億
９
３
０
０
万
円
で
推
移
す

る
見
込
み
。

　
実
質
公
債
費
比
率
も
ピ
ー

ク
時
１１
・
３
％
で
２０
％
を
大

き
く
下
回
る
。
国
県
支
出
金

や
起
債
が
予
定
通
り
い
か
な

い
と
き
は
、
事
業
を
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
出
て

く
る
。
今
後
大
型
の
公
共
事

業
が
続
く
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
財
政
運
営
の
な
か
で

対
応
し
て
い
く
。

問　
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
令
和
７
年
度
か
ら
１４

年
度
ま
で
の
財
政
計
画
を
作

成
し
た
。

　
今
後
実
施
予
定
の
公
共
事

業
は
、
栗
の
駅
整
備
、
蓄
電

施
設
整
備
、
尾
寄
崎
キ
ャ
ン

プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
村
営

住
宅
建
て
替
え
、
簡
易
水
道

耐
震
化
、
農
業
集
落
排
水
施

設
更
新
、
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
事
業
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
、
小
中
学
校
統
合
、

丸
岡
公
園
人
工
芝
整
備
、
親

水
公
園
な
ど
、
約
６４
億
８
千

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
国
県

補
助
金
、
地
方
債
、
基
金
な

ど
を
活
用
し
て
一
般
財
源
は
、

７
８
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

答答 　
こ
れ
ま
で
の
大
型
事
業
や

今
後
の
事
業
実
施
に
よ
る
起

債
償
還
を
含
め
た
財
政
の
見

通
し
を
伺
う
。

■ 農業政策を問う
　■村民所得を問う
　　　■ 公共事業と財政計画を問う

け
て
、
米
や
栗
だ
け
で
な
く
野

菜
の
集
出
荷
を
行
う
。
栗
の
駅

を
中
心
と
し
て
農
業
振
興
、
産

業
振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組

む
。問

村 政 を 問 う ！ 一般質問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

早朝から運行する
　　「まるおか号」
早朝から運行する
　　「まるおか号」

■ 乗合バス“まるおか号”の運行状況
　　■ 道路及び河川整備の現状は ！

問

問

答

答

　
近
年
に
お
け
る
「
ま
る
お

か
号
」
の
利
用
者
数
は
。

答

　
停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
村
政
懇
談
会
で
も
要
望
が

出
て
い
る
。
人
吉
市
内
で
の

運
行
は
人
吉
市
公
共
交
通
会

議
の
許
可
が
必
要
。
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
人
吉

市
と
協
議
し
な
が
ら
利
用
し

や
す
い
停
留
所
を
設
置
し
て

行
き
た
い
。

　
ま
る
お
か
号
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

人
吉
市
内
の
停
留
所
を
２
ヶ

所
増
設
さ
れ
て
い
る
が
、
市

内
で
の
ル
ー
ト
間
に
お
い
て
、

更
に
停
留
所
の
増
設
は
出
来

な
い
の
か
。

　
人
吉
警
察
署
へ
問
合
せ
た

が
、
山
江
村
の
数
は
分
か
ら

　
舗
装
補
修
工
事
が
３
路
線
、

路
面
性
状
調
査
が
１
０
６
k
m

問　
本
村
は
利
用
者
に
対
し
利

用
料
金
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
近
年
の
補
助
額
の

状
況
は
。

　
左
記
の
と
お
り
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問問

　
下
記
の
と

お
り
、
年
々

増
加
傾
に
あ

る
。

答 　
高
齢
と
な
り
運
転
免
許
の

自
主
免
許
返
納
者
が
利
用
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
現
状
は
。

問問

問

　
橋
梁
点
検
が
４４
橋
、
橋
梁
補
修

設
計
が
2
橋
、
橋
梁
補
修
工
事
が

２
橋
、河
川
改
修
工
事
が
１
河
川
。

　
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
令
和
８
年
度
予
定
さ
れ
る
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
舗
装
補
修
工
事
が
７
路
線
、

橋
梁
補
修
設
計
が
１
橋
、
橋
梁

補
修
工
事
が
１
橋
。

　
測
量
調
査
設
計
完
了
の
山
江

錦
線
側
溝
整
備
工
事
の
事
業
実

施
は
。

白川　俊博 議員

答

　
令
和
７
年
度
に
お
け
る
山

江
村
内
の
運
転
免
許
の
自
主

免
許
返
納
者
の
数
は
確
認
で

き
る
か
。

答

答問　
県
道
相
良
人
吉
線
は
役
場
前

か
ら
歩
道
新
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
実
施
時
期
は
。

　
用
地
取
得
が
完
了
し
た
区
間

か
ら
実
施
し
て
行
く
。
工
事
着

手
時
期
は
今
年
１０
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

答 答　
こ
れ
ま
で
令
和
２
年
災
害
復

旧
事
業
を
優
先
し
て
き
た
。
今

後
は
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら

事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

行
く
。

年　度 利用人数

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

6 , 5 8 9

7 , 4 1 6

7 , 5 8 7

7 , 6 3 8

6 , 8 8 0
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 補助金額

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

7 , 2 7 8 , 9 0 2

7 , 8 9 7 , 5 8 9

8 , 3 1 4 , 8 1 8

8 , 5 0 0 , 3 8 5

8 , 2 4 3 , 1 4 9
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 自主返納者利用状況

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

　8 7 0

1 , 5 7 1

1 , 7 6 0

1 , 5 4 7

1 , 4 7 5
（令和 7年度：1月末現在）

人

人

人

人

人

な
い
。
人
吉
署
管
内
で
は

2
0
0
人
が
自
主
返
納
し
て
い

る
。

回

回

回

回

回

円

円

円

円

円

一般質問
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一般質問

問

問

問答答

答

　
本
村
農
業
の
高
齢
化
の
現

状
と
今
後
の
推
移
予
測
を
伺

う
。

　
２
０
２
０
年
と
２
０
１
５
年

を
比
較
す
る
と
農
業
経
営
体
個

人
、
団
体
合
わ
せ
て
２１
経
営
体

が
減
少
し
た
。
６５
歳
以
上
の
農

業
経
営
体
は
５５
・
７
％
か
ら

６４
％
に
増
加
し
た
。
今
後
も
高

齢
化
は
進
む
と
推
測
し
て
い

る
。

　
農
業
経
営
体
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
の
現
状
に
お
い

て
、
今
後
本
村
の
農
業
振
興

を
ど
の
様
に
進
め
る
か
伺
う
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
諸
々

の
情
報
提
供
を
農
家
の
方
に

し
て
い
く
又
、
農
家
の
方
々

と
連
携
し
環
境
の
整
備
や
基

盤
の
整
備
を
し
っ
か
り
し
な

が
ら
農
家
の
方
々
が
農
業
に

取
り
組
め
る
環
境
を
作
っ
て

い
く
。
そ
の
基
盤
整
備
の
一

つ
と
し
て
栗
の
駅
を
位
置
付

　
今
後
実
施
予
定
の
大
型
公
共

事
業
計
画
を
伺
う
。

答 　
令
和
４
年
度
熊
本
県
市
町
村

民
経
済
計
算
報
告
書
に
よ
る

と
、
山
江
村
の
総
生
産
額
は
１

２
０
億
円
で
県
内
４５
市
町
村
中

３８
位
、
１
人
当
た
り
の
市
町
村

民
所
得
は
２
３
９
万
９
千
円
で

３５
位
で
あ
る
。

　
民
間
調
査
の
全
国
市
町
村
所

得
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
平
均
所

得
が
全
国
１
７
４
１
市
区
町
村

中
１
６
８
６
位
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
村

民
所
得
を
上
げ
て
い
く
の
か
伺

う
。

　
特
産
物
で
あ
る
や
ま
え
栗

や
ニ
オ
イ
ヒ
バ
、
ゆ
ず
等
の

６
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価

値
の
創
造
に
併
せ
て
、
雇
用

の
創
出
を
図
り
栗
の
駅
か
ら

地
域
経
済
を
波
及
さ
せ
な
が

ら
村
内
の
総
生
産
を
高
め
て

村
民
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
１０
年
間

の
起
債
償
還
計
画
を
作
成
し

て
い
る
。
令
和
１２
年
に
４
億

６
５
０
０
万
円
程
度
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
年
々

降
下
し
１６
年
度
は
４
億
程
度

に
な
る
。
地
方
交
付
税
措
置

額
を
差
引
い
た
実
質
負
担
は

１
億
５
２
０
０
万
円
か
ら
１

億
９
３
０
０
万
円
で
推
移
す

る
見
込
み
。

　
実
質
公
債
費
比
率
も
ピ
ー

ク
時
１１
・
３
％
で
２０
％
を
大

き
く
下
回
る
。
国
県
支
出
金

や
起
債
が
予
定
通
り
い
か
な

い
と
き
は
、
事
業
を
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
出
て

く
る
。
今
後
大
型
の
公
共
事

業
が
続
く
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
財
政
運
営
の
な
か
で

対
応
し
て
い
く
。

問　
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
令
和
７
年
度
か
ら
１４

年
度
ま
で
の
財
政
計
画
を
作

成
し
た
。

　
今
後
実
施
予
定
の
公
共
事

業
は
、
栗
の
駅
整
備
、
蓄
電

施
設
整
備
、
尾
寄
崎
キ
ャ
ン

プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
村
営

住
宅
建
て
替
え
、
簡
易
水
道

耐
震
化
、
農
業
集
落
排
水
施

設
更
新
、
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
事
業
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
、
小
中
学
校
統
合
、

丸
岡
公
園
人
工
芝
整
備
、
親

水
公
園
な
ど
、
約
６４
億
８
千

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
国
県

補
助
金
、
地
方
債
、
基
金
な

ど
を
活
用
し
て
一
般
財
源
は
、

７
８
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

答答 　
こ
れ
ま
で
の
大
型
事
業
や

今
後
の
事
業
実
施
に
よ
る
起

債
償
還
を
含
め
た
財
政
の
見

通
し
を
伺
う
。

■ 農業政策を問う
　■村民所得を問う
　　　■ 公共事業と財政計画を問う

け
て
、
米
や
栗
だ
け
で
な
く
野

菜
の
集
出
荷
を
行
う
。
栗
の
駅

を
中
心
と
し
て
農
業
振
興
、
産

業
振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組

む
。問

村 政 を 問 う ！ 一般質問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

早朝から運行する
　　「まるおか号」
早朝から運行する
　　「まるおか号」

■ 乗合バス“まるおか号”の運行状況
　　■ 道路及び河川整備の現状は ！

問

問

答

答

　
近
年
に
お
け
る
「
ま
る
お

か
号
」
の
利
用
者
数
は
。

答

　
停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
村
政
懇
談
会
で
も
要
望
が

出
て
い
る
。
人
吉
市
内
で
の

運
行
は
人
吉
市
公
共
交
通
会

議
の
許
可
が
必
要
。
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
人
吉

市
と
協
議
し
な
が
ら
利
用
し

や
す
い
停
留
所
を
設
置
し
て

行
き
た
い
。

　
ま
る
お
か
号
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

人
吉
市
内
の
停
留
所
を
２
ヶ

所
増
設
さ
れ
て
い
る
が
、
市

内
で
の
ル
ー
ト
間
に
お
い
て
、

更
に
停
留
所
の
増
設
は
出
来

な
い
の
か
。

　
人
吉
警
察
署
へ
問
合
せ
た

が
、
山
江
村
の
数
は
分
か
ら

　
舗
装
補
修
工
事
が
３
路
線
、

路
面
性
状
調
査
が
１
０
６
k
m

問　
本
村
は
利
用
者
に
対
し
利

用
料
金
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
近
年
の
補
助
額
の

状
況
は
。

　
左
記
の
と
お
り
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問問

　
下
記
の
と

お
り
、
年
々

増
加
傾
に
あ

る
。

答 　
高
齢
と
な
り
運
転
免
許
の

自
主
免
許
返
納
者
が
利
用
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
現
状
は
。

問問

問

　
橋
梁
点
検
が
４４
橋
、
橋
梁
補
修

設
計
が
2
橋
、
橋
梁
補
修
工
事
が

２
橋
、河
川
改
修
工
事
が
１
河
川
。

　
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
令
和
８
年
度
予
定
さ
れ
る
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
舗
装
補
修
工
事
が
７
路
線
、

橋
梁
補
修
設
計
が
１
橋
、
橋
梁

補
修
工
事
が
１
橋
。

　
測
量
調
査
設
計
完
了
の
山
江

錦
線
側
溝
整
備
工
事
の
事
業
実

施
は
。

白川　俊博 議員

答

　
令
和
７
年
度
に
お
け
る
山

江
村
内
の
運
転
免
許
の
自
主

免
許
返
納
者
の
数
は
確
認
で

き
る
か
。

答

答問　
県
道
相
良
人
吉
線
は
役
場
前

か
ら
歩
道
新
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
実
施
時
期
は
。

　
用
地
取
得
が
完
了
し
た
区
間

か
ら
実
施
し
て
行
く
。
工
事
着

手
時
期
は
今
年
１０
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

答 答　
こ
れ
ま
で
令
和
２
年
災
害
復

旧
事
業
を
優
先
し
て
き
た
。
今

後
は
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら

事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

行
く
。

年　度 利用人数

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

6 , 5 8 9

7 , 4 1 6

7 , 5 8 7

7 , 6 3 8

6 , 8 8 0
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 補助金額

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

7 , 2 7 8 , 9 0 2

7 , 8 9 7 , 5 8 9

8 , 3 1 4 , 8 1 8

8 , 5 0 0 , 3 8 5

8 , 2 4 3 , 1 4 9
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 自主返納者利用状況

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

　8 7 0

1 , 5 7 1

1 , 7 6 0

1 , 5 4 7

1 , 4 7 5
（令和 7年度：1月末現在）

人

人

人

人

人

な
い
。
人
吉
署
管
内
で
は

2
0
0
人
が
自
主
返
納
し
て
い

る
。

回

回

回

回

回

円

円

円

円

円

一般質問

令和8年4月30日発行 山江村議会だより�

QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

令和8年4月30日発行山江村議会だより山江村議会だより �

一般質問

久保山直巳 議員

万江川土砂・洪水氾濫対策（屋形地区）砂防えん堤工事着工式

　　　■ 村長選挙について

問答 　
内
山
村
長
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
鎮
山
親
水
の
理
念
を
掲
げ

ら
れ
、
着
実
な
行
政
運
営
と

地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
内
山
村

長
に
は
、
山
江
村
の
未
来
の

た
め
に
、
経
験
と
実
行
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
を

強
く
要
請
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
令
和
８

年
度
よ
り
具
体
的
に
始
ま
る
と

い
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
ソ

フ
ト
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
経
験
を
通
し

て
、
国
や
県
と
国
会
議
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
霞
が
関
の
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
の
官
僚
の
方
の
パ
イ
プ

が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ
め

県
幹
部
の
職
員
と
の
パ
イ
プ

も
年
々
太
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
関
係
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

山
江
村
の
発
展
の
た
め
に
理

想
論
だ
け
で
は
な
く
て
で
す

ね
、
し
っ
か
り
泥
臭
く
も
国

や
県
か
ら
予
算
や
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
う
い
う
実
務
能

力
を
発
揮
す
る
と
き
が
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
山
や
川
が
、

そ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
無

残
に
も
崩
壊
し
た
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
思
っ
た

の
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

運
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
災
害
か
ら
の
ふ
る
さ
と
山

江
村
を
取
り
戻
す
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
元

気
な
ふ
る
さ
と
山
江
村
を
つ

く
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
だ
と
心
に

刻
み
、
ま
た
そ
う
い
う
自
然

災
害
が
語
り
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
鎮
山

親
水
に
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
年
７
月
に
執
行
さ
れ

る
山
江
村
長
選
挙
に
は
、
出

馬
す
る
と
い
う
決
意
を
固
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　令和８年３月９日から１３日までの５日間、第２回定例会を開催し、令和７年度補正予算６件、
同意１件、条例改正１３件、令和８年度当初予算７件の合計２７件を可決しました。令和８年度
一般会計当初予算は 5,418,000 千円（前年度比 1,082,000 千円の増額）となりました。

令和８年第２回山江村議会定例会

質 疑 答 弁

白川議員

1. 企画総務費のシティプロモーション委託料の内容。
2. 地域おこし協力隊活動サポート業務委託料の内容。
3. 親水公園基本構想設計業務委託料の内容。
4. 地域づくりアドバイザー業務委託料の内容。
5. 業務推進委託料の内容。
6. 地域おこし協力隊業務委託料の内容。

狂犬病予防注射に係る歳入歳出の大幅な増額の要因は。
親水公園建設の事業主体は県か村か。
ふるさと応援基金積立金の70％を経費として見ていると審　
議の中で説明がなされたが、国の指針である50％に収まる　
という説明もなされた。村に入る寄付金は30％ということか。
移住支援金が７年度は１件分、８年度は４件分と増額されて　
いるが、実際に申込みがあっているのか。

官民共創地域振興拠点施設「栗の駅」整備事業について、建
築工事も含まれると思うが、委託料一本で計上した理由は。
尾寄崎キャンプ場維持管理費で水源掘削に係る工事費を計上
しているが、その内容は。
村営住宅新規建設のための用地購入費の計上がなされている
が、地域優良賃貸住宅の建設も計画されているのか。

総務課長

総務課長

メディカルフィットネス事業に係る人件費等の民間委託料と、
９種類１３台の運動機器へのリース料。
健康増進のためのデジタル健康ポイントに係る委託料。

現在の 8 分団編成から５分団編成へ統合する際の、再編支援
に係る補助金。

これまでは、獣医師会と村と分けて受入れをしていたが、来年度
からは、いったん村で全額を受入れ獣医師会へ支払うこととな
ったため。

県道から河川側については県の河川整備事業、山側の公園整備
については村の事業。

寄付金に対して 50％の経費をみているが、寄付金の増額を見
込んでいるため、20％を上乗せしている。

申し込みがあっているのは現在のところ 1 件。

ふるさと応援寄附金の使い道は。
辻傾斜地崩壊対策事業負担金の事業内容、また、説明会を予定
しているか。

1.
2.

特産品開発及び地域産業の振興に関する事業等、６つの事業へ
５，４２０千円を充当。

1.

工事用仮設道路の設置、法面吹付工事など。説明会について
は、地元住民へ都度お知らせをしながら、実施する。

2.2.

ふるさと納税業務に係るＰＲ活動の委託料。
地域おこし協力隊１名分の生活などサポートに係る委託料。
淡島地区に予定している親水公園の基本構想を計画するため
の委託料。
栗の駅、また地域づくり全般へのアドバイザリー業務に係る委
託料。
地域づくりフォーラムや、復興ポータルサイトの管理運営、更
に民間放送会社を含めた新しい情報発信への委託料。

（株）トムシと委託契約を結び、地域おこし協力隊３名分への
委託料。

1.
2.
3.

4.

5.

6.

西　議員

立道議員

赤坂議員

介護予防拠点施設費の施設管理委託料の内容、及び運動機器
リース料の内容。
健康増進事業管理委託料の内容。
非常備消防費の消防団再編支援補助金の内容。

1.

2.
3.

1.

2.

３.

1.

2.

３.

4.

建築工事やその監理業務、プロモーション動画制作、商品開発、
そして太陽光パネルを活用したエネルギー事業など多岐に渡る
事業を予定しているが、民間の資金、経営能力、技術、ノウハウを
活用した PFI 方式による発注を考えているため、委託料一本で
の予算計上を行った。
尾寄崎キャンプ場の水源は、これまで山水を引いていたが、敷地
内に井戸を掘って水を確保するため、その工事に係る費用を計
上した。

現在４０戸の住宅整備を予定しているが、そのうち地域優良賃
貸住宅は６戸の整備を計画している。

1.

2.

３.

企画調整課長

健康福祉課長

企画調整課長

企画調整課長

企画調整課長

建設課長

1.

2.

３.

1.
2.
３.

4.

健康福祉課長

横谷議員

村　長

建設課長
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北田　愛介 議員

一般質問

問

問

問答答

答

　
本
村
農
業
の
高
齢
化
の
現

状
と
今
後
の
推
移
予
測
を
伺

う
。

　
２
０
２
０
年
と
２
０
１
５
年

を
比
較
す
る
と
農
業
経
営
体
個

人
、
団
体
合
わ
せ
て
２１
経
営
体

が
減
少
し
た
。
６５
歳
以
上
の
農

業
経
営
体
は
５５
・
７
％
か
ら

６４
％
に
増
加
し
た
。
今
後
も
高

齢
化
は
進
む
と
推
測
し
て
い

る
。

　
農
業
経
営
体
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
の
現
状
に
お
い

て
、
今
後
本
村
の
農
業
振
興

を
ど
の
様
に
進
め
る
か
伺
う
。

　
行
政
の
役
割
と
し
て
諸
々

の
情
報
提
供
を
農
家
の
方
に

し
て
い
く
又
、
農
家
の
方
々

と
連
携
し
環
境
の
整
備
や
基

盤
の
整
備
を
し
っ
か
り
し
な

が
ら
農
家
の
方
々
が
農
業
に

取
り
組
め
る
環
境
を
作
っ
て

い
く
。
そ
の
基
盤
整
備
の
一

つ
と
し
て
栗
の
駅
を
位
置
付

　
今
後
実
施
予
定
の
大
型
公
共

事
業
計
画
を
伺
う
。

答 　
令
和
４
年
度
熊
本
県
市
町
村

民
経
済
計
算
報
告
書
に
よ
る

と
、
山
江
村
の
総
生
産
額
は
１

２
０
億
円
で
県
内
４５
市
町
村
中

３８
位
、
１
人
当
た
り
の
市
町
村

民
所
得
は
２
３
９
万
９
千
円
で

３５
位
で
あ
る
。

　
民
間
調
査
の
全
国
市
町
村
所

得
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
平
均
所

得
が
全
国
１
７
４
１
市
区
町
村

中
１
６
８
６
位
に
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
村

民
所
得
を
上
げ
て
い
く
の
か
伺

う
。

　
特
産
物
で
あ
る
や
ま
え
栗

や
ニ
オ
イ
ヒ
バ
、
ゆ
ず
等
の

６
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価

値
の
創
造
に
併
せ
て
、
雇
用

の
創
出
を
図
り
栗
の
駅
か
ら

地
域
経
済
を
波
及
さ
せ
な
が

ら
村
内
の
総
生
産
を
高
め
て

村
民
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
１０
年
間

の
起
債
償
還
計
画
を
作
成
し

て
い
る
。
令
和
１２
年
に
４
億

６
５
０
０
万
円
程
度
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
年
々

降
下
し
１６
年
度
は
４
億
程
度

に
な
る
。
地
方
交
付
税
措
置

額
を
差
引
い
た
実
質
負
担
は

１
億
５
２
０
０
万
円
か
ら
１

億
９
３
０
０
万
円
で
推
移
す

る
見
込
み
。

　
実
質
公
債
費
比
率
も
ピ
ー

ク
時
１１
・
３
％
で
２０
％
を
大

き
く
下
回
る
。
国
県
支
出
金

や
起
債
が
予
定
通
り
い
か
な

い
と
き
は
、
事
業
を
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
出
て

く
る
。
今
後
大
型
の
公
共
事

業
が
続
く
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
財
政
運
営
の
な
か
で

対
応
し
て
い
く
。

問　
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
令
和
７
年
度
か
ら
１４

年
度
ま
で
の
財
政
計
画
を
作

成
し
た
。

　
今
後
実
施
予
定
の
公
共
事

業
は
、
栗
の
駅
整
備
、
蓄
電

施
設
整
備
、
尾
寄
崎
キ
ャ
ン

プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
村
営

住
宅
建
て
替
え
、
簡
易
水
道

耐
震
化
、
農
業
集
落
排
水
施

設
更
新
、
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
事
業
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
、
小
中
学
校
統
合
、

丸
岡
公
園
人
工
芝
整
備
、
親

水
公
園
な
ど
、
約
６４
億
８
千

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
国
県

補
助
金
、
地
方
債
、
基
金
な

ど
を
活
用
し
て
一
般
財
源
は
、

７
８
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

答答 　
こ
れ
ま
で
の
大
型
事
業
や

今
後
の
事
業
実
施
に
よ
る
起

債
償
還
を
含
め
た
財
政
の
見

通
し
を
伺
う
。

■ 農業政策を問う
　■村民所得を問う
　　　■ 公共事業と財政計画を問う

け
て
、
米
や
栗
だ
け
で
な
く
野

菜
の
集
出
荷
を
行
う
。
栗
の
駅

を
中
心
と
し
て
農
業
振
興
、
産

業
振
興
に
し
っ
か
り
取
り
組

む
。問

村 政 を 問 う ！ 一般質問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

早朝から運行する
　　「まるおか号」
早朝から運行する
　　「まるおか号」

■ 乗合バス“まるおか号”の運行状況
　　■ 道路及び河川整備の現状は ！

問

問

答

答

　
近
年
に
お
け
る
「
ま
る
お

か
号
」
の
利
用
者
数
は
。

答

　
停
留
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
村
政
懇
談
会
で
も
要
望
が

出
て
い
る
。
人
吉
市
内
で
の

運
行
は
人
吉
市
公
共
交
通
会

議
の
許
可
が
必
要
。
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
人
吉

市
と
協
議
し
な
が
ら
利
用
し

や
す
い
停
留
所
を
設
置
し
て

行
き
た
い
。

　
ま
る
お
か
号
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

人
吉
市
内
の
停
留
所
を
２
ヶ

所
増
設
さ
れ
て
い
る
が
、
市

内
で
の
ル
ー
ト
間
に
お
い
て
、

更
に
停
留
所
の
増
設
は
出
来

な
い
の
か
。

　
人
吉
警
察
署
へ
問
合
せ
た

が
、
山
江
村
の
数
は
分
か
ら

　
舗
装
補
修
工
事
が
３
路
線
、

路
面
性
状
調
査
が
１
０
６
k
m

問　
本
村
は
利
用
者
に
対
し
利

用
料
金
へ
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
近
年
の
補
助
額
の

状
況
は
。

　
左
記
の
と
お
り
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問問

　
下
記
の
と

お
り
、
年
々

増
加
傾
に
あ

る
。

答 　
高
齢
と
な
り
運
転
免
許
の

自
主
免
許
返
納
者
が
利
用
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
現
状
は
。

問問

問

　
橋
梁
点
検
が
４４
橋
、
橋
梁
補
修

設
計
が
2
橋
、
橋
梁
補
修
工
事
が

２
橋
、河
川
改
修
工
事
が
１
河
川
。

　
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
令
和
８
年
度
予
定
さ
れ
る
道

路
河
川
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

　
舗
装
補
修
工
事
が
７
路
線
、

橋
梁
補
修
設
計
が
１
橋
、
橋
梁

補
修
工
事
が
１
橋
。

　
測
量
調
査
設
計
完
了
の
山
江

錦
線
側
溝
整
備
工
事
の
事
業
実

施
は
。

白川　俊博 議員

答

　
令
和
７
年
度
に
お
け
る
山

江
村
内
の
運
転
免
許
の
自
主

免
許
返
納
者
の
数
は
確
認
で

き
る
か
。

答

答問　
県
道
相
良
人
吉
線
は
役
場
前

か
ら
歩
道
新
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
実
施
時
期
は
。

　
用
地
取
得
が
完
了
し
た
区
間

か
ら
実
施
し
て
行
く
。
工
事
着

手
時
期
は
今
年
１０
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

答 答　
こ
れ
ま
で
令
和
２
年
災
害
復

旧
事
業
を
優
先
し
て
き
た
。
今

後
は
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら

事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

行
く
。

年　度 利用人数

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

6 , 5 8 9

7 , 4 1 6

7 , 5 8 7

7 , 6 3 8

6 , 8 8 0
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 補助金額

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

7 , 2 7 8 , 9 0 2

7 , 8 9 7 , 5 8 9

8 , 3 1 4 , 8 1 8

8 , 5 0 0 , 3 8 5

8 , 2 4 3 , 1 4 9
（令和 7年度：1月末現在）

年　度 自主返納者利用状況

令和 3年度

令和 4年度

令和 5年度

令和 6年度

令和 7年度

　8 7 0

1 , 5 7 1

1 , 7 6 0

1 , 5 4 7

1 , 4 7 5
（令和 7年度：1月末現在）

人

人

人

人

人

な
い
。
人
吉
署
管
内
で
は

2
0
0
人
が
自
主
返
納
し
て
い

る
。

回

回

回

回

回

円

円

円

円

円

一般質問

令和8年4月30日発行 山江村議会だより�

QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

令和8年4月30日発行山江村議会だより山江村議会だより �

一般質問

久保山直巳 議員

万江川土砂・洪水氾濫対策（屋形地区）砂防えん堤工事着工式

　　　■ 村長選挙について

問答 　
内
山
村
長
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
鎮
山
親
水
の
理
念
を
掲
げ

ら
れ
、
着
実
な
行
政
運
営
と

地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
内
山
村

長
に
は
、
山
江
村
の
未
来
の

た
め
に
、
経
験
と
実
行
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
を

強
く
要
請
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
令
和
８

年
度
よ
り
具
体
的
に
始
ま
る
と

い
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
ソ

フ
ト
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
経
験
を
通
し

て
、
国
や
県
と
国
会
議
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
霞
が
関
の
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
の
官
僚
の
方
の
パ
イ
プ

が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ
め

県
幹
部
の
職
員
と
の
パ
イ
プ

も
年
々
太
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
関
係
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

山
江
村
の
発
展
の
た
め
に
理

想
論
だ
け
で
は
な
く
て
で
す

ね
、
し
っ
か
り
泥
臭
く
も
国

や
県
か
ら
予
算
や
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
う
い
う
実
務
能

力
を
発
揮
す
る
と
き
が
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
山
や
川
が
、

そ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
無

残
に
も
崩
壊
し
た
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
思
っ
た

の
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

運
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
災
害
か
ら
の
ふ
る
さ
と
山

江
村
を
取
り
戻
す
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
元

気
な
ふ
る
さ
と
山
江
村
を
つ

く
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
だ
と
心
に

刻
み
、
ま
た
そ
う
い
う
自
然

災
害
が
語
り
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
鎮
山

親
水
に
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
年
７
月
に
執
行
さ
れ

る
山
江
村
長
選
挙
に
は
、
出

馬
す
る
と
い
う
決
意
を
固
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　令和８年３月９日から１３日までの５日間、第２回定例会を開催し、令和７年度補正予算６件、
同意１件、条例改正１３件、令和８年度当初予算７件の合計２７件を可決しました。令和８年度
一般会計当初予算は 5,418,000 千円（前年度比 1,082,000 千円の増額）となりました。

令和８年第２回山江村議会定例会

質 疑 答 弁

白川議員

1. 企画総務費のシティプロモーション委託料の内容。
2. 地域おこし協力隊活動サポート業務委託料の内容。
3. 親水公園基本構想設計業務委託料の内容。
4. 地域づくりアドバイザー業務委託料の内容。
5. 業務推進委託料の内容。
6. 地域おこし協力隊業務委託料の内容。

狂犬病予防注射に係る歳入歳出の大幅な増額の要因は。
親水公園建設の事業主体は県か村か。
ふるさと応援基金積立金の70％を経費として見ていると審　
議の中で説明がなされたが、国の指針である50％に収まる　
という説明もなされた。村に入る寄付金は30％ということか。
移住支援金が７年度は１件分、８年度は４件分と増額されて　
いるが、実際に申込みがあっているのか。

官民共創地域振興拠点施設「栗の駅」整備事業について、建
築工事も含まれると思うが、委託料一本で計上した理由は。
尾寄崎キャンプ場維持管理費で水源掘削に係る工事費を計上
しているが、その内容は。
村営住宅新規建設のための用地購入費の計上がなされている
が、地域優良賃貸住宅の建設も計画されているのか。

総務課長

総務課長

メディカルフィットネス事業に係る人件費等の民間委託料と、
９種類１３台の運動機器へのリース料。
健康増進のためのデジタル健康ポイントに係る委託料。

現在の 8 分団編成から５分団編成へ統合する際の、再編支援
に係る補助金。

これまでは、獣医師会と村と分けて受入れをしていたが、来年度
からは、いったん村で全額を受入れ獣医師会へ支払うこととな
ったため。

県道から河川側については県の河川整備事業、山側の公園整備
については村の事業。

寄付金に対して 50％の経費をみているが、寄付金の増額を見
込んでいるため、20％を上乗せしている。

申し込みがあっているのは現在のところ 1 件。

ふるさと応援寄附金の使い道は。
辻傾斜地崩壊対策事業負担金の事業内容、また、説明会を予定
しているか。

1.
2.

特産品開発及び地域産業の振興に関する事業等、６つの事業へ
５，４２０千円を充当。

1.

工事用仮設道路の設置、法面吹付工事など。説明会について
は、地元住民へ都度お知らせをしながら、実施する。

2.2.

ふるさと納税業務に係るＰＲ活動の委託料。
地域おこし協力隊１名分の生活などサポートに係る委託料。
淡島地区に予定している親水公園の基本構想を計画するため
の委託料。
栗の駅、また地域づくり全般へのアドバイザリー業務に係る委
託料。
地域づくりフォーラムや、復興ポータルサイトの管理運営、更
に民間放送会社を含めた新しい情報発信への委託料。

（株）トムシと委託契約を結び、地域おこし協力隊３名分への
委託料。

1.
2.
3.

4.

5.

6.

西　議員

立道議員

赤坂議員

介護予防拠点施設費の施設管理委託料の内容、及び運動機器
リース料の内容。
健康増進事業管理委託料の内容。
非常備消防費の消防団再編支援補助金の内容。

1.

2.
3.

1.

2.

３.

1.

2.

３.

4.

建築工事やその監理業務、プロモーション動画制作、商品開発、
そして太陽光パネルを活用したエネルギー事業など多岐に渡る
事業を予定しているが、民間の資金、経営能力、技術、ノウハウを
活用した PFI 方式による発注を考えているため、委託料一本で
の予算計上を行った。
尾寄崎キャンプ場の水源は、これまで山水を引いていたが、敷地
内に井戸を掘って水を確保するため、その工事に係る費用を計
上した。

現在４０戸の住宅整備を予定しているが、そのうち地域優良賃
貸住宅は６戸の整備を計画している。

1.

2.

３.

企画調整課長

健康福祉課長

企画調整課長

企画調整課長

企画調整課長

建設課長

1.

2.

３.

1.
2.
３.

4.

健康福祉課長

横谷議員

村　長

建設課長
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一 般 質 問

■ 大きな事業の方針転換に関わる
　　情報共有のあり方について！
　■ 回覧板のケーブルテレビ活用
　　　　　　　　　　　の考えは！
　　■高齢者等の孤独死の防止
　　　　　　　　対策について！ 

問問

問

答

答答

答答

　
事
業
執
行
に
当
た
り
、
栗

の
駅
事
業
へ
の
住
民
理
解
が

一
層
得
ら
れ
、
広
が
る
よ
う

な
周
知
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

　
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
栗
の
駅
に
関
す
る
動

画
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広

報
誌
を
活
用
、
特
集
を
組
む

な
ど
、
引
き
続
き
周
知
活
動

に
努
め
た
い
。

　
行
政
施
策
方
針
の
転
換
の

時
、
住
民
理
解
と
認
識
の
情

報
共
有
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
事
業
実
施
の
計
画
段
階
か

ら
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
住
民
生
活
の
多

様
化
に
よ
り
説
明
会
等
へ
の

参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
地
域
ご
と
の
回
覧
、
広

報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

様
々
な
情
報
手
段
で
、
住
民

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
村
民
全
世
帯
加
入
の
新
た

な
行
政
情
報
の
先
駆
け
と
し

て
、
民
営
化
移
行
に
伴
い
、

行
政
回
覧
板
放
送
を
手
掛
け

て
み
る
考
え
は
な
い
か
。

　
全
世
帯
加
入
の
回
覧
板
放

送
は
、
運
営
管
理
者
の
民
間

事
業
者
と
の
協
議
が
必
要
で
、

引
き
続
き
地
域
と
村
民
が
求

　
健
康
不
安
や
介
護
等
の
相

談
は
、
専
門
職
に
よ
る
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
で
対
応
、
生

活
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方

へ
は
自
宅
訪
問
、
認
知
症
対

策
と
し
て
語
り
合
い
の
場
で

あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

生
活
の
支
え
と
し
て
、
ま
る

お
か
号
を
活
用
し
て
の
買
い

物
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
尊
い
命
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
番
必
要
な
こ
と
は
、
行
政

の
公
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
我
が
事

と
し
て
参
加
し
、
世
代
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
存
社

会
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
孤
独
死
、
孤
立
死
を
生
ま

せ
な
い
た
め
に
一
番
必
要
な

こ
と
は
何
か
。

問問

問

問 　
民
営
化
移
行
に
伴
い
、
現

在
の
加
入
状
況
は
。

　
令
和
８
年
１
月
末
の
状
況

で
、
テ
レ
ビ
加
入
率
は
７６
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
率
は

３０
・
２
％
で
、
テ
レ
ビ
は
１
・

４
％
の
減
で
あ
る
。

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
病
気
や
悩
み
等
の
健
康
不
安

や
心
配
事
、
買
い
物
等
の
生
活

の
支
え
の
相
談
体
制
の
状
況
は
。

　
令
和
８
年
２
月
現
在
で
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
４
４

０
世
帯
、
そ
の
う
ち
独
居
世

帯
は
２
３
１
世
帯
で
あ
る
。

横谷　巡 議員

め
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。答答

山江村議会　歴代議長・副議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代副議長

任　　　　期

任　　　　期

中 　 村 　 実 　 男
高 　 岡 　 広 　 市
中 　 村 　 安 　 一
山 　 口 　 戸 　 一
内 　 川 　 二 　 生
冨 　 岡 　 高 　 雄
前 　 田 　 末 　 記
宮 　 田 　 　 　 要
上 　 村 　 倉 　 人
松 　 本 　 猛 　 夫
　 西 　 　 昱 　 雄
上 　 村 　 通 　 生
山 　 田 　 　 　 孝 　
冨 　 岡 　 隆 　 治
田 　 口 　 清 　 隆
山 　 本 　 義 　 隆
中 　 竹 　 耕 一 郎
横 　 谷 　 　 　 巡
久 保 山 　 直 　巳

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5 月
平 成 7 年 5 月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5 月

就任順

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代

就　　　任 退　　　任

就　　　任 退　　　任
岡 　 山 　 貞 　 吉
中 　 村 　 市 　 雄
西 　 村 　 健 　 一
高 　 岡 　 広 　 市
赤 　 坂 　 貞 　 治
深 　 川 　 喜 　 一
簑 　 田 　 常 　 男
上 　 村 　 　 　 進
簑 　 田 　 常 　 男
桑 　 原 　 隆 　 行
中 　 村 　 　 　 昭
　 西 　 　 　 茂
中 　 山 　 　 　 休
上 　 村 　 通 　 生
前 　 村 　 源 　 次
田 　 村 　 四 　 郎
田 　 口 　 清 　 隆
松 　 本 　 佳 　 久
秋 　 丸 　 安 　 弘
中 　 竹 　 耕 一 郎
森 　 田 　 俊 　 介

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5月
平 成 7 年 5月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平成23年12月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5月

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平成 23年12月
平 成2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平 成 2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

就任順 氏　　　　名

氏　　　　名

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代
第20代
第21代
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一般質問

久保山直巳 議員

万江川土砂・洪水氾濫対策（屋形地区）砂防えん堤工事着工式

　　　■ 村長選挙について

問答 　
内
山
村
長
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
鎮
山
親
水
の
理
念
を
掲
げ

ら
れ
、
着
実
な
行
政
運
営
と

地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
多

く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
内
山
村

長
に
は
、
山
江
村
の
未
来
の

た
め
に
、
経
験
と
実
行
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
を

強
く
要
請
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
村
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
令
和
８

年
度
よ
り
具
体
的
に
始
ま
る
と

い
う
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
ソ

フ
ト
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

財
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
い
ろ
ん
な
経
験
を
通
し

て
、
国
や
県
と
国
会
議
員
の
先

生
方
を
は
じ
め
霞
が
関
の
国

土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係

省
庁
の
官
僚
の
方
の
パ
イ
プ

が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
知
事
を
は
じ
め

県
幹
部
の
職
員
と
の
パ
イ
プ

も
年
々
太
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
関
係
性
を
活
用
し
な
が
ら
、

山
江
村
の
発
展
の
た
め
に
理

想
論
だ
け
で
は
な
く
て
で
す

ね
、
し
っ
か
り
泥
臭
く
も
国

や
県
か
ら
予
算
や
支
援
を
取

り
付
け
、
そ
う
い
う
実
務
能

力
を
発
揮
す
る
と
き
が
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
山
や
川
が
、

そ
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
が
無

残
に
も
崩
壊
し
た
姿
を
見
せ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
思
っ
た

の
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

運
命
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ

の
災
害
か
ら
の
ふ
る
さ
と
山

江
村
を
取
り
戻
す
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
元

気
な
ふ
る
さ
と
山
江
村
を
つ

く
り
上
げ
、
次
の
世
代
に
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
だ
と
心
に

刻
み
、
ま
た
そ
う
い
う
自
然

災
害
が
語
り
か
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
鎮
山

親
水
に
は
、
そ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
年
７
月
に
執
行
さ
れ

る
山
江
村
長
選
挙
に
は
、
出

馬
す
る
と
い
う
決
意
を
固
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　令和８年３月９日から１３日までの５日間、第２回定例会を開催し、令和７年度補正予算６件、
同意１件、条例改正１３件、令和８年度当初予算７件の合計２７件を可決しました。令和８年度
一般会計当初予算は 5,418,000 千円（前年度比 1,082,000 千円の増額）となりました。

令和８年第２回山江村議会定例会

質 疑 答 弁

白川議員

1. 企画総務費のシティプロモーション委託料の内容。
2. 地域おこし協力隊活動サポート業務委託料の内容。
3. 親水公園基本構想設計業務委託料の内容。
4. 地域づくりアドバイザー業務委託料の内容。
5. 業務推進委託料の内容。
6. 地域おこし協力隊業務委託料の内容。

狂犬病予防注射に係る歳入歳出の大幅な増額の要因は。
親水公園建設の事業主体は県か村か。
ふるさと応援基金積立金の70％を経費として見ていると審　
議の中で説明がなされたが、国の指針である50％に収まる　
という説明もなされた。村に入る寄付金は30％ということか。
移住支援金が７年度は１件分、８年度は４件分と増額されて　
いるが、実際に申込みがあっているのか。

官民共創地域振興拠点施設「栗の駅」整備事業について、建
築工事も含まれると思うが、委託料一本で計上した理由は。
尾寄崎キャンプ場維持管理費で水源掘削に係る工事費を計上
しているが、その内容は。
村営住宅新規建設のための用地購入費の計上がなされている
が、地域優良賃貸住宅の建設も計画されているのか。

総務課長

総務課長

メディカルフィットネス事業に係る人件費等の民間委託料と、
９種類１３台の運動機器へのリース料。
健康増進のためのデジタル健康ポイントに係る委託料。

現在の 8 分団編成から５分団編成へ統合する際の、再編支援
に係る補助金。

これまでは、獣医師会と村と分けて受入れをしていたが、来年度
からは、いったん村で全額を受入れ獣医師会へ支払うこととな
ったため。

県道から河川側については県の河川整備事業、山側の公園整備
については村の事業。

寄付金に対して 50％の経費をみているが、寄付金の増額を見
込んでいるため、20％を上乗せしている。

申し込みがあっているのは現在のところ 1 件。

ふるさと応援寄附金の使い道は。
辻傾斜地崩壊対策事業負担金の事業内容、また、説明会を予定
しているか。

1.
2.

特産品開発及び地域産業の振興に関する事業等、６つの事業へ
５，４２０千円を充当。

1.

工事用仮設道路の設置、法面吹付工事など。説明会について
は、地元住民へ都度お知らせをしながら、実施する。

2.2.

ふるさと納税業務に係るＰＲ活動の委託料。
地域おこし協力隊１名分の生活などサポートに係る委託料。
淡島地区に予定している親水公園の基本構想を計画するため
の委託料。
栗の駅、また地域づくり全般へのアドバイザリー業務に係る委
託料。
地域づくりフォーラムや、復興ポータルサイトの管理運営、更
に民間放送会社を含めた新しい情報発信への委託料。

（株）トムシと委託契約を結び、地域おこし協力隊３名分への
委託料。

1.
2.
3.

4.

5.

6.

西　議員

立道議員

赤坂議員

介護予防拠点施設費の施設管理委託料の内容、及び運動機器
リース料の内容。
健康増進事業管理委託料の内容。
非常備消防費の消防団再編支援補助金の内容。

1.

2.
3.

1.

2.

３.

1.

2.

３.

4.

建築工事やその監理業務、プロモーション動画制作、商品開発、
そして太陽光パネルを活用したエネルギー事業など多岐に渡る
事業を予定しているが、民間の資金、経営能力、技術、ノウハウを
活用した PFI 方式による発注を考えているため、委託料一本で
の予算計上を行った。
尾寄崎キャンプ場の水源は、これまで山水を引いていたが、敷地
内に井戸を掘って水を確保するため、その工事に係る費用を計
上した。

現在４０戸の住宅整備を予定しているが、そのうち地域優良賃
貸住宅は６戸の整備を計画している。

1.

2.

３.

企画調整課長

健康福祉課長

企画調整課長

企画調整課長

企画調整課長

建設課長

1.

2.

３.

1.
2.
３.

4.

健康福祉課長

横谷議員

村　長

建設課長
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一 般 質 問

■ 大きな事業の方針転換に関わる
　　情報共有のあり方について！
　■ 回覧板のケーブルテレビ活用
　　　　　　　　　　　の考えは！
　　■高齢者等の孤独死の防止
　　　　　　　　対策について！ 

問問

問

答

答答

答答

　
事
業
執
行
に
当
た
り
、
栗

の
駅
事
業
へ
の
住
民
理
解
が

一
層
得
ら
れ
、
広
が
る
よ
う

な
周
知
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

　
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
栗
の
駅
に
関
す
る
動

画
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広

報
誌
を
活
用
、
特
集
を
組
む

な
ど
、
引
き
続
き
周
知
活
動

に
努
め
た
い
。

　
行
政
施
策
方
針
の
転
換
の

時
、
住
民
理
解
と
認
識
の
情

報
共
有
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
事
業
実
施
の
計
画
段
階
か

ら
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
住
民
生
活
の
多

様
化
に
よ
り
説
明
会
等
へ
の

参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
地
域
ご
と
の
回
覧
、
広

報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

様
々
な
情
報
手
段
で
、
住
民

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
村
民
全
世
帯
加
入
の
新
た

な
行
政
情
報
の
先
駆
け
と
し

て
、
民
営
化
移
行
に
伴
い
、

行
政
回
覧
板
放
送
を
手
掛
け

て
み
る
考
え
は
な
い
か
。

　
全
世
帯
加
入
の
回
覧
板
放

送
は
、
運
営
管
理
者
の
民
間

事
業
者
と
の
協
議
が
必
要
で
、

引
き
続
き
地
域
と
村
民
が
求

　
健
康
不
安
や
介
護
等
の
相

談
は
、
専
門
職
に
よ
る
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
で
対
応
、
生

活
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方

へ
は
自
宅
訪
問
、
認
知
症
対

策
と
し
て
語
り
合
い
の
場
で

あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

生
活
の
支
え
と
し
て
、
ま
る

お
か
号
を
活
用
し
て
の
買
い

物
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
尊
い
命
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
番
必
要
な
こ
と
は
、
行
政

の
公
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
我
が
事

と
し
て
参
加
し
、
世
代
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
存
社

会
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
孤
独
死
、
孤
立
死
を
生
ま

せ
な
い
た
め
に
一
番
必
要
な

こ
と
は
何
か
。

問問

問

問 　
民
営
化
移
行
に
伴
い
、
現

在
の
加
入
状
況
は
。

　
令
和
８
年
１
月
末
の
状
況

で
、
テ
レ
ビ
加
入
率
は
７６
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
率
は

３０
・
２
％
で
、
テ
レ
ビ
は
１
・

４
％
の
減
で
あ
る
。

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
病
気
や
悩
み
等
の
健
康
不
安

や
心
配
事
、
買
い
物
等
の
生
活

の
支
え
の
相
談
体
制
の
状
況
は
。

　
令
和
８
年
２
月
現
在
で
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
４
４

０
世
帯
、
そ
の
う
ち
独
居
世

帯
は
２
３
１
世
帯
で
あ
る
。

横谷　巡 議員

め
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。答答

山江村議会　歴代議長・副議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代副議長

任　　　　期

任　　　　期

中 　 村 　 実 　 男
高 　 岡 　 広 　 市
中 　 村 　 安 　 一
山 　 口 　 戸 　 一
内 　 川 　 二 　 生
冨 　 岡 　 高 　 雄
前 　 田 　 末 　 記
宮 　 田 　 　 　 要
上 　 村 　 倉 　 人
松 　 本 　 猛 　 夫
　 西 　 　 昱 　 雄
上 　 村 　 通 　 生
山 　 田 　 　 　 孝 　
冨 　 岡 　 隆 　 治
田 　 口 　 清 　 隆
山 　 本 　 義 　 隆
中 　 竹 　 耕 一 郎
横 　 谷 　 　 　 巡
久 保 山 　 直 　巳

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5 月
平 成 7 年 5 月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5 月

就任順

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代

就　　　任 退　　　任

就　　　任 退　　　任
岡 　 山 　 貞 　 吉
中 　 村 　 市 　 雄
西 　 村 　 健 　 一
高 　 岡 　 広 　 市
赤 　 坂 　 貞 　 治
深 　 川 　 喜 　 一
簑 　 田 　 常 　 男
上 　 村 　 　 　 進
簑 　 田 　 常 　 男
桑 　 原 　 隆 　 行
中 　 村 　 　 　 昭
　 西 　 　 　 茂
中 　 山 　 　 　 休
上 　 村 　 通 　 生
前 　 村 　 源 　 次
田 　 村 　 四 　 郎
田 　 口 　 清 　 隆
松 　 本 　 佳 　 久
秋 　 丸 　 安 　 弘
中 　 竹 　 耕 一 郎
森 　 田 　 俊 　 介

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5月
平 成 7 年 5月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平成23年12月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5月

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平成 23年12月
平 成2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平 成 2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

就任順 氏　　　　名

氏　　　　名

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代
第20代
第21代
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一般質問

　
継
続
的
な
関
わ
り
の
重
視

と
し
て
、
５
歳
児
健
診
と
い

う
単
発
の
枠
組
以
上
に
、
乳

幼
児
か
ら
の
顔
の
見
え
る
継

続
し
た
関
わ
り
が
重
要
で
あ

る
。
1
歳
6
カ
月
児
、
2
歳

児
で
は
歯
科
検
診
。
3
歳
児

の
各
健
診
に
加
え
、
保
育
園

訪
問
や
心
理
判
定
員
に
よ
る

発
達
相
談
、
保
育
士
と
の
密

な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
国
は
積
極
的
に
推
進
す
る
と

の
方
針
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
部
を
想
定
し
た
も
の

で
、
専
門
的
な
受
け
皿
の
不

足
、
健
診
で
課
題
を
抽
出
し

て
も
そ
の
後
の
療
育
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訓
練
等

を
行
う
受
け
皿
が
な
い
。

立道　徹 議員

■ 五歳児健診について
　■ 杉・桧伐採について

答答 問　
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
個
別
相
談
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
保
健
師
等
の
専
門
研

修
に
役
立
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
地
方

に
不
足
し
て
い
る
専
門
医
の
派

　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
医
師

の
派
遣
、
保
健
師
、
心
理
士
向

け
の
研
修
費
を
補
助
し
、
健
診

を
行
う
自
治
体
に
1
人

5,
0
0
0
円
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
当
村
の
方
針

は
。 問

問

　
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
桧
、

木
材
と
し
て
利
用
に
適
し
た
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
万
江
地
区

の
山
は
、
険
し
く
、
重
機
を
使

用
で
き
な
い
山
が
多
く
、
林
業

事
業
者
も
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

主
伐
、
間
伐
す
る
事
業
者
に
は

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

　
民
有
林
の
主
伐
に
つ
い
て
は

補
助
金
は
な
い
。

問

　
架
線(

架
設)

を
使
用
し
て

搬
出
の
補
助
金
は
。

問

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
来
年

度
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
に
５
歳
児

健
診
の
普
及
へ
、
費
用
補
助
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
１
０

０
％
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
の
５
歳
児
健
診
に

対
し
て
の
考
え
は
。

答

遣
、
現
場
で
働
く
人
を
直
接
支

え
る
仕
組
み
を
国
へ
求
め
る
こ

と
が
重
要
。

答

　
事
業
体
が
熊
本
県
の
認
定
事

業
を
受
け
て
い
れ
ば
補
助
の
申

請
が
で
き
る
。
主
伐
・
間
伐
と

も
に
１
箇
所
あ
た
り
八
十
万
円

を
上
限
。
補
助
金
の
嵩
上
げ
に

対
し
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
。 

答

栗献上 皇居にて
　（昭和 52 年 9 月 27 日）

まるおか号運行開始

議会だより創刊号

建設中の山江温泉健康センター

山江村ケーブルテレビ開局

令和2年７月豪雨災害発生

■昭和５２年　山江特産 「 栗 」 天皇・皇后両陛下に献上
■昭和５３年　山江村立万江保育所を開所
■昭和５４年　山江村役場庁舎移転、執務開始（現役場庁舎）
■　　〃　　　山江村章決まる
■昭和５７年　山田地区簡易水道事業完成
■昭和５８年　山江村営住宅北永シ切団地１１棟完成
■昭和５９年　　　　　　　　〃　　　　 １０棟完成
■昭和６０年　山江村人口 ４ ，３８９人 （ 国勢調査 ）
■　　〃　　　山江村営住宅北永シ切団地９棟完成
■昭和６２年　村民憲章制定。村木 ・ 村花 ・ 村鳥決まる
■平成元年　１２月７日 、九州縦貫自動車道供用開始
■平 成２年 　山江村人口 ４，２３７人 （ 国勢調査 ）
■平 成３年 　４月１日 、 山江温泉健康センター落成
■　　〃　　　７月１６日 、 屋形多目的集会施設落成
■　　〃　　　７月２１日 、 尾寄崎キャンプ場施設落成
■平 成４年 　９月１日 、スクールバス運行開始
■　　〃　　　１０月１６日 、ほたる亭落成
■平 成６年 　２月２５日、山江村議会棟完成
■　　〃　　　６月３０日、山江村農村環境改善センター開設
■　　〃　　　大干ばつ （ 井戸枯れ、樹木の枯死 【 被害額 ４５ ，４７２千円 】 ）
■平 成７年 　山江村人口 ４ ，１１８人 （ 国勢調査 ）
■平成１１年　１１月１１日 、山江村歴史民俗資料館オープン
■平成１２年　山江村人口 ４ ，１０４人 （ 国勢調査 ）
■平成１３年　議会だより創刊号発行
■　　〃　　　９月３０日 、やまえくり健康マラソン大会開催
■平成１５年　９月５日 、山江村物産館 「 ゆっくり 」 落成
■平成１７年　山江村人口 ３ ，９０１人 （国勢調査 ）
　　　　　　 ボンネットバス「マロン号」産業遺産認定
■平成１８年　乗合バス 「まるおか号」 運行開始
■平成１９年　３月１６日 、 クラインガルテン 「ほたるの荘」 完成
■平成２０年　山江村商工会を中心とした 
　　　　　　　「九州山江村の宝物ブランド化事業」 が開始
■平成２２年　４月１日、山江村ケーブルテレビ 「まろんチャンネル」 開局
■　　〃　　 山江村人口 ３ ，６８１人 （ 国勢調査 ）
■平成２６年　１０月１日、小中学校給食無料化開始
■平成２９年　４月３日、デジタル防災行政無線開局
■平成３０年　２０１８日本ICT教育アワード　山江村が総務大臣賞を受賞
■令 和２年 　７月豪雨災害発生
■令 和５年 　議会用タブレット端末導入
■令 和７年 　やまえ栗の（ G I ） 地理的表示保護制度の登録　
■令 和８年 　万江川土砂・洪水氾濫対策 （ 屋形地区 ） 砂防堰堤工事着工
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一 般 質 問

■ 大きな事業の方針転換に関わる
　　情報共有のあり方について！
　■ 回覧板のケーブルテレビ活用
　　　　　　　　　　　の考えは！
　　■高齢者等の孤独死の防止
　　　　　　　　対策について！ 

問問

問

答

答答

答答

　
事
業
執
行
に
当
た
り
、
栗

の
駅
事
業
へ
の
住
民
理
解
が

一
層
得
ら
れ
、
広
が
る
よ
う

な
周
知
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

　
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
栗
の
駅
に
関
す
る
動

画
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広

報
誌
を
活
用
、
特
集
を
組
む

な
ど
、
引
き
続
き
周
知
活
動

に
努
め
た
い
。

　
行
政
施
策
方
針
の
転
換
の

時
、
住
民
理
解
と
認
識
の
情

報
共
有
が
と
て
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
事
業
実
施
の
計
画
段
階
か

ら
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
住
民
生
活
の
多

様
化
に
よ
り
説
明
会
等
へ
の

参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
地
域
ご
と
の
回
覧
、
広

報
誌
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

様
々
な
情
報
手
段
で
、
住
民

と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
村
民
全
世
帯
加
入
の
新
た

な
行
政
情
報
の
先
駆
け
と
し

て
、
民
営
化
移
行
に
伴
い
、

行
政
回
覧
板
放
送
を
手
掛
け

て
み
る
考
え
は
な
い
か
。

　
全
世
帯
加
入
の
回
覧
板
放

送
は
、
運
営
管
理
者
の
民
間

事
業
者
と
の
協
議
が
必
要
で
、

引
き
続
き
地
域
と
村
民
が
求

　
健
康
不
安
や
介
護
等
の
相

談
は
、
専
門
職
に
よ
る
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
で
対
応
、
生

活
機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
方

へ
は
自
宅
訪
問
、
認
知
症
対

策
と
し
て
語
り
合
い
の
場
で

あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
、

生
活
の
支
え
と
し
て
、
ま
る

お
か
号
を
活
用
し
て
の
買
い

物
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
尊
い
命
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
番
必
要
な
こ
と
は
、
行
政

の
公
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
我
が
事

と
し
て
参
加
し
、
世
代
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
存
社

会
の
実
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
孤
独
死
、
孤
立
死
を
生
ま

せ
な
い
た
め
に
一
番
必
要
な

こ
と
は
何
か
。

問問

問

問 　
民
営
化
移
行
に
伴
い
、
現

在
の
加
入
状
況
は
。

　
令
和
８
年
１
月
末
の
状
況

で
、
テ
レ
ビ
加
入
率
は
７６
％
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
率
は

３０
・
２
％
で
、
テ
レ
ビ
は
１
・

４
％
の
減
で
あ
る
。

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
病
気
や
悩
み
等
の
健
康
不
安

や
心
配
事
、
買
い
物
等
の
生
活

の
支
え
の
相
談
体
制
の
状
況
は
。

　
令
和
８
年
２
月
現
在
で
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
４
４

０
世
帯
、
そ
の
う
ち
独
居
世

帯
は
２
３
１
世
帯
で
あ
る
。

横谷　巡 議員

め
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。答答

山江村議会　歴代議長・副議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代議長

（令和 8年 3月 31 日現在）
●歴代副議長

任　　　　期

任　　　　期

中 　 村 　 実 　 男
高 　 岡 　 広 　 市
中 　 村 　 安 　 一
山 　 口 　 戸 　 一
内 　 川 　 二 　 生
冨 　 岡 　 高 　 雄
前 　 田 　 末 　 記
宮 　 田 　 　 　 要
上 　 村 　 倉 　 人
松 　 本 　 猛 　 夫
　 西 　 　 昱 　 雄
上 　 村 　 通 　 生
山 　 田 　 　 　 孝 　
冨 　 岡 　 隆 　 治
田 　 口 　 清 　 隆
山 　 本 　 義 　 隆
中 　 竹 　 耕 一 郎
横 　 谷 　 　 　 巡
久 保 山 　 直 　巳

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5 月
平 成 7 年 5 月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5 月

就任順

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代

就　　　任 退　　　任

就　　　任 退　　　任
岡 　 山 　 貞 　 吉
中 　 村 　 市 　 雄
西 　 村 　 健 　 一
高 　 岡 　 広 　 市
赤 　 坂 　 貞 　 治
深 　 川 　 喜 　 一
簑 　 田 　 常 　 男
上 　 村 　 　 　 進
簑 　 田 　 常 　 男
桑 　 原 　 隆 　 行
中 　 村 　 　 　 昭
　 西 　 　 　 茂
中 　 山 　 　 　 休
上 　 村 　 通 　 生
前 　 村 　 源 　 次
田 　 村 　 四 　 郎
田 　 口 　 清 　 隆
松 　 本 　 佳 　 久
秋 　 丸 　 安 　 弘
中 　 竹 　 耕 一 郎
森 　 田 　 俊 　 介

昭 和 2 2 年 4月
昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 5月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 5月
平 成 7 年 5月
平 成 1 1 年 5月
平 成 1 5 年 5月
平 成 1 9 年 5月
平 成 2 3 年 5月
平成23年12月
平 成 2 7 年 5月
令 和 元 年 5月
令 和 5 年 5月

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 1月
昭 和 2 8 年 8月
昭 和 2 9 年 6月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平成 23年12月
平 成2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

昭 和 2 6 年 4月
昭 和 2 7 年 3月
昭 和 3 0 年 4月
昭 和 3 4 年 4月
昭 和 3 8 年 4月
昭 和 4 2 年 4月
昭 和 4 6 年 4月
昭 和 5 4 年 4月
昭 和 6 2 年 4月
平 成 3 年 4 月
平 成 7 年 4 月
平 成 1 1 年 4月
平 成 1 5 年 4月
平 成 1 9 年 4月
平 成 2 3 年 4月
平 成 2 7 年 4月
平 成３１年 4月
令 和 5 年 4 月
　 現 　 　 在

就任順 氏　　　　名

氏　　　　名

 初　代
 第2代
 第3代
 第4代
 第5代
 第6代
 第7代
 第8代
 第9代
第10代
第11代
第12代
第13代
第14代
第15代
第16代
第17代
第18代
第19代
第20代
第21代
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一般質問

　
継
続
的
な
関
わ
り
の
重
視

と
し
て
、
５
歳
児
健
診
と
い

う
単
発
の
枠
組
以
上
に
、
乳

幼
児
か
ら
の
顔
の
見
え
る
継

続
し
た
関
わ
り
が
重
要
で
あ

る
。
1
歳
6
カ
月
児
、
2
歳

児
で
は
歯
科
検
診
。
3
歳
児

の
各
健
診
に
加
え
、
保
育
園

訪
問
や
心
理
判
定
員
に
よ
る

発
達
相
談
、
保
育
士
と
の
密

な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
国
は
積
極
的
に
推
進
す
る
と

の
方
針
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
部
を
想
定
し
た
も
の

で
、
専
門
的
な
受
け
皿
の
不

足
、
健
診
で
課
題
を
抽
出
し

て
も
そ
の
後
の
療
育
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訓
練
等

を
行
う
受
け
皿
が
な
い
。

立道　徹 議員

■ 五歳児健診について
　■ 杉・桧伐採について

答答 問　
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
個
別
相
談
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
保
健
師
等
の
専
門
研

修
に
役
立
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
地
方

に
不
足
し
て
い
る
専
門
医
の
派

　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
医
師

の
派
遣
、
保
健
師
、
心
理
士
向

け
の
研
修
費
を
補
助
し
、
健
診

を
行
う
自
治
体
に
1
人

5,
0
0
0
円
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
当
村
の
方
針

は
。 問

問

　
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
桧
、

木
材
と
し
て
利
用
に
適
し
た
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
万
江
地
区

の
山
は
、
険
し
く
、
重
機
を
使

用
で
き
な
い
山
が
多
く
、
林
業

事
業
者
も
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

主
伐
、
間
伐
す
る
事
業
者
に
は

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

　
民
有
林
の
主
伐
に
つ
い
て
は

補
助
金
は
な
い
。

問

　
架
線(

架
設)

を
使
用
し
て

搬
出
の
補
助
金
は
。

問

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
来
年

度
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
に
５
歳
児

健
診
の
普
及
へ
、
費
用
補
助
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
１
０

０
％
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
の
５
歳
児
健
診
に

対
し
て
の
考
え
は
。

答

遣
、
現
場
で
働
く
人
を
直
接
支

え
る
仕
組
み
を
国
へ
求
め
る
こ

と
が
重
要
。

答

　
事
業
体
が
熊
本
県
の
認
定
事

業
を
受
け
て
い
れ
ば
補
助
の
申

請
が
で
き
る
。
主
伐
・
間
伐
と

も
に
１
箇
所
あ
た
り
八
十
万
円

を
上
限
。
補
助
金
の
嵩
上
げ
に

対
し
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
。 

答

栗献上 皇居にて
　（昭和 52 年 9 月 27 日）

まるおか号運行開始

議会だより創刊号

建設中の山江温泉健康センター

山江村ケーブルテレビ開局

令和2年７月豪雨災害発生

■昭和５２年　山江特産 「 栗 」 天皇・皇后両陛下に献上
■昭和５３年　山江村立万江保育所を開所
■昭和５４年　山江村役場庁舎移転、執務開始（現役場庁舎）
■　　〃　　　山江村章決まる
■昭和５７年　山田地区簡易水道事業完成
■昭和５８年　山江村営住宅北永シ切団地１１棟完成
■昭和５９年　　　　　　　　〃　　　　 １０棟完成
■昭和６０年　山江村人口 ４ ，３８９人 （ 国勢調査 ）
■　　〃　　　山江村営住宅北永シ切団地９棟完成
■昭和６２年　村民憲章制定。村木 ・ 村花 ・ 村鳥決まる
■平成元年　１２月７日 、九州縦貫自動車道供用開始
■平 成２年 　山江村人口 ４，２３７人 （ 国勢調査 ）
■平 成３年 　４月１日 、 山江温泉健康センター落成
■　　〃　　　７月１６日 、 屋形多目的集会施設落成
■　　〃　　　７月２１日 、 尾寄崎キャンプ場施設落成
■平 成４年 　９月１日 、スクールバス運行開始
■　　〃　　　１０月１６日 、ほたる亭落成
■平 成６年 　２月２５日、山江村議会棟完成
■　　〃　　　６月３０日、山江村農村環境改善センター開設
■　　〃　　　大干ばつ （ 井戸枯れ、樹木の枯死 【 被害額 ４５ ，４７２千円 】 ）
■平 成７年 　山江村人口 ４ ，１１８人 （ 国勢調査 ）
■平成１１年　１１月１１日 、山江村歴史民俗資料館オープン
■平成１２年　山江村人口 ４ ，１０４人 （ 国勢調査 ）
■平成１３年　議会だより創刊号発行
■　　〃　　　９月３０日 、やまえくり健康マラソン大会開催
■平成１５年　９月５日 、山江村物産館 「 ゆっくり 」 落成
■平成１７年　山江村人口 ３ ，９０１人 （国勢調査 ）
　　　　　　 ボンネットバス「マロン号」産業遺産認定
■平成１８年　乗合バス 「まるおか号」 運行開始
■平成１９年　３月１６日 、 クラインガルテン 「ほたるの荘」 完成
■平成２０年　山江村商工会を中心とした 
　　　　　　　「九州山江村の宝物ブランド化事業」 が開始
■平成２２年　４月１日、山江村ケーブルテレビ 「まろんチャンネル」 開局
■　　〃　　 山江村人口 ３ ，６８１人 （ 国勢調査 ）
■平成２６年　１０月１日、小中学校給食無料化開始
■平成２９年　４月３日、デジタル防災行政無線開局
■平成３０年　２０１８日本ICT教育アワード　山江村が総務大臣賞を受賞
■令 和２年 　７月豪雨災害発生
■令 和５年 　議会用タブレット端末導入
■令 和７年 　やまえ栗の（ G I ） 地理的表示保護制度の登録　
■令 和８年 　万江川土砂・洪水氾濫対策 （ 屋形地区 ） 砂防堰堤工事着工
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、
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診
と
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う
単
発
の
枠
組
以
上
に
、
乳

幼
児
か
ら
の
顔
の
見
え
る
継

続
し
た
関
わ
り
が
重
要
で
あ

る
。
1
歳
6
カ
月
児
、
2
歳

児
で
は
歯
科
検
診
。
3
歳
児

の
各
健
診
に
加
え
、
保
育
園

訪
問
や
心
理
判
定
員
に
よ
る

発
達
相
談
、
保
育
士
と
の
密

な
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
国
は
積
極
的
に
推
進
す
る
と

の
方
針
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
部
を
想
定
し
た
も
の

で
、
専
門
的
な
受
け
皿
の
不

足
、
健
診
で
課
題
を
抽
出
し

て
も
そ
の
後
の
療
育
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訓
練
等

を
行
う
受
け
皿
が
な
い
。

立道　徹 議員

■ 五歳児健診について
　■ 杉・桧伐採について

答答 問　
相
談
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

し
、
個
別
相
談
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
保
健
師
等
の
専
門
研

修
に
役
立
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
て
も
地
方

に
不
足
し
て
い
る
専
門
医
の
派

　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
医
師

の
派
遣
、
保
健
師
、
心
理
士
向

け
の
研
修
費
を
補
助
し
、
健
診

を
行
う
自
治
体
に
1
人

5,
0
0
0
円
補
助
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
当
村
の
方
針

は
。 問

問

　
戦
後
、
植
林
さ
れ
た
杉
・
桧
、

木
材
と
し
て
利
用
に
適
し
た
時

期
を
迎
え
て
い
る
が
万
江
地
区

の
山
は
、
険
し
く
、
重
機
を
使

用
で
き
な
い
山
が
多
く
、
林
業

事
業
者
も
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

主
伐
、
間
伐
す
る
事
業
者
に
は

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

　
民
有
林
の
主
伐
に
つ
い
て
は

補
助
金
は
な
い
。

問

　
架
線(

架
設)

を
使
用
し
て

搬
出
の
補
助
金
は
。

問

　
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
来
年

度
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
に
５
歳
児

健
診
の
普
及
へ
、
費
用
補
助
、

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
１
０

０
％
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い

る
が
、
こ
の
５
歳
児
健
診
に

対
し
て
の
考
え
は
。

答

遣
、
現
場
で
働
く
人
を
直
接
支

え
る
仕
組
み
を
国
へ
求
め
る
こ

と
が
重
要
。

答

　
事
業
体
が
熊
本
県
の
認
定
事

業
を
受
け
て
い
れ
ば
補
助
の
申

請
が
で
き
る
。
主
伐
・
間
伐
と

も
に
１
箇
所
あ
た
り
八
十
万
円

を
上
限
。
補
助
金
の
嵩
上
げ
に

対
し
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
を
。 

答

栗献上 皇居にて
　（昭和 52 年 9 月 27 日）

まるおか号運行開始

議会だより創刊号

建設中の山江温泉健康センター

山江村ケーブルテレビ開局

令和2年７月豪雨災害発生

■昭和５２年　山江特産 「 栗 」 天皇・皇后両陛下に献上
■昭和５３年　山江村立万江保育所を開所
■昭和５４年　山江村役場庁舎移転、執務開始（現役場庁舎）
■　　〃　　　山江村章決まる
■昭和５７年　山田地区簡易水道事業完成
■昭和５８年　山江村営住宅北永シ切団地１１棟完成
■昭和５９年　　　　　　　　〃　　　　 １０棟完成
■昭和６０年　山江村人口 ４ ，３８９人 （ 国勢調査 ）
■　　〃　　　山江村営住宅北永シ切団地９棟完成
■昭和６２年　村民憲章制定。村木 ・ 村花 ・ 村鳥決まる
■平成元年　１２月７日 、九州縦貫自動車道供用開始
■平 成２年 　山江村人口 ４，２３７人 （ 国勢調査 ）
■平 成３年 　４月１日 、 山江温泉健康センター落成
■　　〃　　　７月１６日 、 屋形多目的集会施設落成
■　　〃　　　７月２１日 、 尾寄崎キャンプ場施設落成
■平 成４年 　９月１日 、スクールバス運行開始
■　　〃　　　１０月１６日 、ほたる亭落成
■平 成６年 　２月２５日、山江村議会棟完成
■　　〃　　　６月３０日、山江村農村環境改善センター開設
■　　〃　　　大干ばつ （ 井戸枯れ、樹木の枯死 【 被害額 ４５ ，４７２千円 】 ）
■平 成７年 　山江村人口 ４ ，１１８人 （ 国勢調査 ）
■平成１１年　１１月１１日 、山江村歴史民俗資料館オープン
■平成１２年　山江村人口 ４ ，１０４人 （ 国勢調査 ）
■平成１３年　議会だより創刊号発行
■　　〃　　　９月３０日 、やまえくり健康マラソン大会開催
■平成１５年　９月５日 、山江村物産館 「 ゆっくり 」 落成
■平成１７年　山江村人口 ３ ，９０１人 （国勢調査 ）
　　　　　　 ボンネットバス「マロン号」産業遺産認定
■平成１８年　乗合バス 「まるおか号」 運行開始
■平成１９年　３月１６日 、 クラインガルテン 「ほたるの荘」 完成
■平成２０年　山江村商工会を中心とした 
　　　　　　　「九州山江村の宝物ブランド化事業」 が開始
■平成２２年　４月１日、山江村ケーブルテレビ 「まろんチャンネル」 開局
■　　〃　　 山江村人口 ３ ，６８１人 （ 国勢調査 ）
■平成２６年　１０月１日、小中学校給食無料化開始
■平成２９年　４月３日、デジタル防災行政無線開局
■平成３０年　２０１８日本ICT教育アワード　山江村が総務大臣賞を受賞
■令 和２年 　７月豪雨災害発生
■令 和５年 　議会用タブレット端末導入
■令 和７年 　やまえ栗の（ G I ） 地理的表示保護制度の登録　
■令 和８年 　万江川土砂・洪水氾濫対策 （ 屋形地区 ） 砂防堰堤工事着工

令和8年4月30日発行山江村議会だより山江村議会だより �令和8年4月30日発行 山江村議会だより��

第2回熊本県町村議会議員研修会
　令和８年１月２０日（火）今年度２回目となる熊本県町村議会議員
研修会が行われ、全議員が出席しました。今回は「地方創生のゆ
くえと議会の役割」と題し、ジャーナリストの青山彰久氏を講師に
迎えオンライン形式での講演会でした。不安定な政治・変質する地
方創世を皮切りに、都市と農山漁村、地域の力と議会の役割など、
６つの柱で講演がなされ、特に地域の力と議会の役割では、請願・
陳情者の説明機会の設定や、一般質問後に傍聴者へ発言機会を
与えるなど他町村の取組み事例を交え講演がなされ、とても有意義
な研修となりました。

　令和８年１月２３日（金）下球磨町村議会正副議長会研修会が
錦町保健センターで行われ、全議員が出席しました。今回は「広
域連携による人吉球磨地域の課題解決に向けた取組み」と題し、
熊本県県南広域本部球磨地域振興局次長畑中利徳氏を講師に迎
え実施されました。地域おこし協力隊を活用した地域づくりの実
績、また来年度における人員の拡充など、広域連携による課題解
決を一層充実させていくとの講話がなされました。

　令和８年２月１２日（木）～１３日（金）まで、総務文教・産業
厚生常任委員会合同視察を行いました。今回は、令和８年から
山江村で事業を予定されている株式会社 TOMUSHI（福岡県
大木町）等を研修しました。
　株式会社 TOMUSHI はヘラクレスオオカブトなど外国産カブト
虫の生産・販売、国産カブト虫を活用した飼料・薬品原料の販
売などの事業を展開されています。カブト虫生産のフィールドとし
て山江村へ進出したいとの意向を受け、今回の視察研修となり
ました。山江村のメリットとして、農家の副収入や循環型の地球
にやさしい農業の展開、そして観光資源としての利活用などが
期待されます。

　令和８年２月６日（金）令和７年度球磨郡町村議会議員研修会
が錦町役場で行われ、全議員が出席しました。
　今回は「国の治水対策、インフラDX 等」と題し、国土交通
省大臣官房技術調査課参事官グループ事業評価・保全企画官
齋藤正徳氏を講師に迎え実施されました。川辺川の流水型ダム
の整備に係る整備スジュールやその規模、技術的検討のプロセ
スを中心に、治水対策として実現性、環境影響、コスト、維持
管理の観点から流水型ダムを含む河川整備の重要性を講演され
ました。

下球磨町村議会正副議長会研修会

議員活動報告

総務文教・産業厚生常任委員会合同視察研修

令和７年度球磨郡町村議会議員研修会

旧庁舎での議会の様子

観光客で賑わう養魚場

～山江村と議会の歩み～
　山江村議会だより 「まるおか」 はおかげさまで、創刊より１００号を
迎えることとなりました。１００号の発刊を記念し、山江村及び議会の
これまでの歩みをまとめました。

■明治２２年　山江村・万江村を合併し山江村と称す
　　　　　　　当初予算９５８円７６銭４厘　
■明治２３年　山江村消防組編制
■明治２６年　各小学校を尋常小学校と改称す
■明治３５年　隔離病舎新設、伝染病院開設
■大 正７年 　　山江村区を１区～９区と定める
■大正１０年　区域を２３区とする
■昭和１４年　警防団設置４９４名（第１分団～第９分団）
■昭和１５年　区設置規程改正、２７区とする
■昭和１６年　小学校令の廃止により国民学校と改称す
■昭和１９年　７月２１日、豪雨により大洪水。道路、河川は全般的に決壊、流出
　　　　　　橋梁は数十ヶ所流出
　　　  　　　尾崎国民学校、洪水のため校地決壊、校舎解体。８月に高触部落に仮校舎設置
■昭和２２年　新憲法施行
　　　〃　　　山田、 尾崎、 屋形、 城内、 各国民学校を小学校と改称する
　　　〃　　　学校教育法に基づき、山江青年学校跡に山江中学校創立
■昭和３０年　山江村区設置条例制定（ 人口 ６ ，７６６人【国勢調査】 ）
■昭和３４年　皇太子殿下御成婚記念植樹祭（ 新層 ５ 町 ３反 ）
■昭和３６年　電気導入 （ 山田大川内、 萩、 内畑地区 ）
■昭和３７年　３ヶ年継続事業として山江中学校建築工事着工。旧寄宿舎を廃止し 、 新寄宿舎完成
■昭和３８年　電気導入 （ 六沢、 沢水、 白岳、 水無、 戸屋、 尾寄崎 ） ７１戸
■　　〃　 　 大川内分校、本校へ昇格（ 大川内小学校として独立 ）
■昭和３９年　電気導入 （日当、 横手、 下払、 湯の原） １５戸
■昭和４０年　８月６日、台風１５号により災害救助法適用（全壊３２世帯１４１人、半壊６７世帯４０2人
　　　　　　 一部損壊17０世帯７６５人）
■　　〃　　　山江村人口 ５，６３９人 （ 国勢調査 ）
■昭和４２年　各学校給食室完成、 完全給食開始
■昭和４３年　山江保育園開設、定員６０名
■昭和４５年　山江村人口 ４，７６５人 （ 国勢調査 ）
■昭和４６年　７月１１日、村営山江養魚場オープン
■　　〃　　　自衛隊ヘリコプター墜落事故 （ 万江大川内 ）
■昭和４８年　全日本カヌー大会（万江淡島の万江川で開催）
■昭和５０年　山江村人口 ４，４２６人 （ 国勢調査 ）
■昭和５１年　山田小学校新校舎開校 （山田章鹿倉へ移転）
■　　〃        山江村立章鹿倉保育園開園

令和8年4月30日発行山江村議会だより ��
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山
江
村
議
会
だ
よ
り
「
ま
る
お
か
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第 

100 

号

【
山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委 

員 

長
／
本

　田

　り
か

委 

　

 

員
／
白

　川

　俊
博

久
保
山

　直
巳

 

北

　田

　愛
介

（
文

　責

　白
川

　俊
博
）

【
山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委 

員 

長
／
本

　田

　り
か

委 

　

 

員
／
白

　川

　俊
博

久
保
山

　直
巳

 

北

　田

　愛
介

　燃
え
る
よ
う
な
新
緑
が
目
に
優
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
議

会
広
報
「
ま
る
お
か
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
紙
も
平
成
十
三
年
七
月
創
刊
以

来
百
号
の
発
刊
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　記
念
す
べ
き
百
号
の
発
刊
に
際
し

て
広
報
委
員
会
議
を
重
ね
本
号
は
山

江
村
と
議
会
の
歴
史
を
特
集
い
た
し

ま
し
た
。       

　表
紙
の
写
真
は
、
明
治
二
十
二
年

四
月
に
山
田
村
と
万
江
村
が
合
併
し

て
山
江
村
と
な
っ
た
村
創
成
期
の
山

江
村
々
会
議
議
案
議
決
綴
の
表
紙
で

山
江
村
最
初
の
会
議
綴
り
で
す
。
内

容
は
、
村
長
・
助
役
の
選
挙
結
果
と

村
長
・
助
役
や
書
記
な
ど
の
報
酬

額
、
明
治
二
十
二
年
度
予
算
、
税
額

等
が
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

昭
和
二
十
二
年
に
現
行
の
地
方
自
治

法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
議
会
制
度

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　議
会
広
報
「
ま
る
お
か
」
の
創
刊

号
で
は
、
議
会
議
員
は
、
住
民
の
負

託
に
十
分
に
こ
た
え
、
そ
の
活
動
状

況
を
的
確
に
伝
達
す
る
使
命
を
持
っ

て
お
り
議
会
活
動
の
様
子
を
村
民
の

皆
様
に
良
く
知
っ
て
頂
く
た
め
「
議

会
だ
よ
り
」
を
発
刊
い
た
し
ま
す
。

と
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
達

広
報
委
員
も
こ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
皆
様
に
親
し
ま
れ
読
ん
で
い

た
だ
け
る
議
会
広
報
「
ま
る
お
か
」

二
百
号
に
向
け
て
研
鑚
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
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■専決処分事項の承認を求めることについて（山江村一般会計補正予算（ 第８号 ））
　衆議院議員総選挙に係る経費について、緊急に予算措置する必要が生じたため、専決処分
　するもの。
■公共工事請負契約の締結について
　令和７年度林道葛線 R２災 2・3 号箇所災害復旧工事を増額変更するもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第９号 ）
　歳入における村債の追加、及び歳出における簡易水道事業会計への繰出金、山江村社会体
　育プール施設解体工事費の追加など。
■令和７年度山江村簡易水道事業会計補正予算（ 第４号 ）
　林道葛線仮設水道管布設工事に係る 、資本的収入 、及び資本的支出をそれぞれ追加するもの。

■指定管理者の指定について
　山江温泉「 ほたる 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４月１日 
　から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村地域特産物利用加工施設の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし 、指定の期間を令和
　８年４月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村物産館「 ゆっくり 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４
　月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第１１号 ）
　歳入における地方交付税の増額、村債の減額など、また歳出における石倉拠点整備事業費
　の減額など。
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令和 8年 2月 5日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました

令和 8年 3月 26 日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました

№100

山江村発足当時の議案議決綴山江村発足当時の議案議決綴

山江村議会だより

発行：山江村議会　  編集：広報編集特別委員会令和 8 年４月 3０日発行



令和8年4月30日発行山江村議会だより山江村議会だより �令和8年4月30日発行 山江村議会だより��

第2回熊本県町村議会議員研修会
　令和８年１月２０日（火）今年度２回目となる熊本県町村議会議員
研修会が行われ、全議員が出席しました。今回は「地方創生のゆ
くえと議会の役割」と題し、ジャーナリストの青山彰久氏を講師に
迎えオンライン形式での講演会でした。不安定な政治・変質する地
方創世を皮切りに、都市と農山漁村、地域の力と議会の役割など、
６つの柱で講演がなされ、特に地域の力と議会の役割では、請願・
陳情者の説明機会の設定や、一般質問後に傍聴者へ発言機会を
与えるなど他町村の取組み事例を交え講演がなされ、とても有意義
な研修となりました。

　令和８年１月２３日（金）下球磨町村議会正副議長会研修会が
錦町保健センターで行われ、全議員が出席しました。今回は「広
域連携による人吉球磨地域の課題解決に向けた取組み」と題し、
熊本県県南広域本部球磨地域振興局次長畑中利徳氏を講師に迎
え実施されました。地域おこし協力隊を活用した地域づくりの実
績、また来年度における人員の拡充など、広域連携による課題解
決を一層充実させていくとの講話がなされました。

　令和８年２月１２日（木）～１３日（金）まで、総務文教・産業
厚生常任委員会合同視察を行いました。今回は、令和８年から
山江村で事業を予定されている株式会社 TOMUSHI（福岡県
大木町）等を研修しました。
　株式会社 TOMUSHI はヘラクレスオオカブトなど外国産カブト
虫の生産・販売、国産カブト虫を活用した飼料・薬品原料の販
売などの事業を展開されています。カブト虫生産のフィールドとし
て山江村へ進出したいとの意向を受け、今回の視察研修となり
ました。山江村のメリットとして、農家の副収入や循環型の地球
にやさしい農業の展開、そして観光資源としての利活用などが
期待されます。

　令和８年２月６日（金）令和７年度球磨郡町村議会議員研修会
が錦町役場で行われ、全議員が出席しました。
　今回は「国の治水対策、インフラDX 等」と題し、国土交通
省大臣官房技術調査課参事官グループ事業評価・保全企画官
齋藤正徳氏を講師に迎え実施されました。川辺川の流水型ダム
の整備に係る整備スジュールやその規模、技術的検討のプロセ
スを中心に、治水対策として実現性、環境影響、コスト、維持
管理の観点から流水型ダムを含む河川整備の重要性を講演され
ました。

下球磨町村議会正副議長会研修会

議員活動報告

総務文教・産業厚生常任委員会合同視察研修

令和７年度球磨郡町村議会議員研修会

旧庁舎での議会の様子

観光客で賑わう養魚場

～山江村と議会の歩み～
　山江村議会だより 「まるおか」 はおかげさまで、創刊より１００号を
迎えることとなりました。１００号の発刊を記念し、山江村及び議会の
これまでの歩みをまとめました。

■明治２２年　山江村・万江村を合併し山江村と称す
　　　　　　　当初予算９５８円７６銭４厘　
■明治２３年　山江村消防組編制
■明治２６年　各小学校を尋常小学校と改称す
■明治３５年　隔離病舎新設、伝染病院開設
■大 正７年 　　山江村区を１区～９区と定める
■大正１０年　区域を２３区とする
■昭和１４年　警防団設置４９４名（第１分団～第９分団）
■昭和１５年　区設置規程改正、２７区とする
■昭和１６年　小学校令の廃止により国民学校と改称す
■昭和１９年　７月２１日、豪雨により大洪水。道路、河川は全般的に決壊、流出
　　　　　　橋梁は数十ヶ所流出
　　　  　　　尾崎国民学校、洪水のため校地決壊、校舎解体。８月に高触部落に仮校舎設置
■昭和２２年　新憲法施行
　　　〃　　　山田、 尾崎、 屋形、 城内、 各国民学校を小学校と改称する
　　　〃　　　学校教育法に基づき、山江青年学校跡に山江中学校創立
■昭和３０年　山江村区設置条例制定（ 人口 ６ ，７６６人【国勢調査】 ）
■昭和３４年　皇太子殿下御成婚記念植樹祭（ 新層 ５ 町 ３反 ）
■昭和３６年　電気導入 （ 山田大川内、 萩、 内畑地区 ）
■昭和３７年　３ヶ年継続事業として山江中学校建築工事着工。旧寄宿舎を廃止し 、 新寄宿舎完成
■昭和３８年　電気導入 （ 六沢、 沢水、 白岳、 水無、 戸屋、 尾寄崎 ） ７１戸
■　　〃　 　 大川内分校、本校へ昇格（ 大川内小学校として独立 ）
■昭和３９年　電気導入 （日当、 横手、 下払、 湯の原） １５戸
■昭和４０年　８月６日、台風１５号により災害救助法適用（全壊３２世帯１４１人、半壊６７世帯４０2人
　　　　　　 一部損壊17０世帯７６５人）
■　　〃　　　山江村人口 ５，６３９人 （ 国勢調査 ）
■昭和４２年　各学校給食室完成、 完全給食開始
■昭和４３年　山江保育園開設、定員６０名
■昭和４５年　山江村人口 ４，７６５人 （ 国勢調査 ）
■昭和４６年　７月１１日、村営山江養魚場オープン
■　　〃　　　自衛隊ヘリコプター墜落事故 （ 万江大川内 ）
■昭和４８年　全日本カヌー大会（万江淡島の万江川で開催）
■昭和５０年　山江村人口 ４，４２６人 （ 国勢調査 ）
■昭和５１年　山田小学校新校舎開校 （山田章鹿倉へ移転）
■　　〃        山江村立章鹿倉保育園開園
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■専決処分事項の承認を求めることについて（山江村一般会計補正予算（ 第８号 ））
　衆議院議員総選挙に係る経費について、緊急に予算措置する必要が生じたため、専決処分
　するもの。
■公共工事請負契約の締結について
　令和７年度林道葛線 R２災 2・3 号箇所災害復旧工事を増額変更するもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第９号 ）
　歳入における村債の追加、及び歳出における簡易水道事業会計への繰出金、山江村社会体
　育プール施設解体工事費の追加など。
■令和７年度山江村簡易水道事業会計補正予算（ 第４号 ）
　林道葛線仮設水道管布設工事に係る 、資本的収入 、及び資本的支出をそれぞれ追加するもの。

■指定管理者の指定について
　山江温泉「 ほたる 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４月１日 
　から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村地域特産物利用加工施設の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし 、指定の期間を令和
　８年４月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■指定管理者の指定について
　山江村物産館「 ゆっくり 」の指定管理者を〝株式会社やまえ〟とし、指定の期間を令和８年４
　月１日から令和９年３月３１日とするもの。
■令和７年度山江村一般会計補正予算（ 第１１号 ）
　歳入における地方交付税の増額、村債の減額など、また歳出における石倉拠点整備事業費
　の減額など。
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令和 8年 2月 5日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました

令和 8年 3月 26 日山江村議会臨時会が開催され、以下の議案が可決されました
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